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巻 頭 言

　私は早稲田大学商学部で、「民法」を専
門とする唯一の教員である。これまでに
「ビジネス法入門Ⅰ～Ⅳ」や「民法Ⅰ～Ⅲ」、
「民法研究ⅠA～ⅡB」の教育等を担当して
きた。この内「ビジネス法入門」に関しては、
2021年度の秋学期に「同時再生問題」が
発生し、一時マスコミを賑わせた（先生方
には、ご心配とご迷惑をおかけし、大変
申し訳なく思っている）。同科目では単位
認定の前提として、全ての動画を期限内に
『視聴』することを受講者に求めていた。
しかし、パソコン上でいくつもタブを立ち
上げ、同時に再生する等の学生が続出し
た。そのため、単位認定の前提を欠くとし

て、彼らをFにしようとした。これに対して、
「このような方法ではダメだなどと予め周
知していない」等の批判をする者もいた。
けれども、我々が求めていたのは『視聴』
である。注意深く動画を視て、解説を聴
いて、各回の内容を理解し、一生役に立
つ学びを得てもらいたかったのである。上
記のような方法で、それは可能であろうか。
　ところで、「ビジネス法入門」のシラバス
（一部抜粋）では、次のように述べている。
「利益の獲得だけを第一に考え、そのた
めにルールを無視してビジネスを行うこと
は、企業としての信用失墜、破綻、損害
賠償責任の負担、刑事責任の発生等、重
大な影響を招来することにつながる。それ
だけに、商学部生としてこれからビジネス
その他の分野について専門的に学んでい
くにあたり、共通基盤となる基礎知識とし
て、企業取引や企業運営に関する法的ル
ールのエッセンスを学び、その内容を理解
しておく必要がある。」
　この点に関連しては、少し前に中古車
販売業者が、街路樹を除草剤で枯らす、
故意に車に傷をつけて修理代を水増し
し、大手損保各社に保険金を不正請求す
る等、数々の不正行為を続けていたこと
が暴露され、旧経営陣が退陣を余儀なく
されたことが思い起こされる。同社の元副
社長は、実は早稲田大学商学部の卒業生
である。しかし、彼の学生時代には、未
だ「ビジネス法入門」は商学部において必
修科目になっていなかった。もし、必修
科目になっていたら、同様のことが起こっ
たのであろうか。また私はその立場上、商
学部生に対して懲戒処分等を言い渡すこ
とがあるが、彼らの内のかなりの割合で、

「ビジネス法入門」の単位を修得できてい
ない者がいるという事実は、何を物語る
のであろうか。
　さて前述の2021年度秋学期に、「ビジネ
ス法入門」でFになった学生には、これを
機に反省をし、コンプライアンス（法令遵
守）の重要性を理解してほしいと説いた。
同時再生問題が、上記を趣旨とする「ビジ
ネス法入門」で起こったことは、大変意義
深い。学生の皆さんには、社会人になる
前に、一生役に立つ「学び」を得てもらえ
たと我々は考えていた（なお、「この科目の
単位を落としたので、卒業できない学生も
出た」という情報が流されたが、全くのデ
マである。SNSやネット上の情報との付き
合い方を改めて考えさせられるエピソード
である）。そして、今回Fになったとしても、
心機一転頑張ってくれれば構わないと思
っていた。実際、私のゼミには、2021年
度秋学期に「ビジネス法入門」でFになった
学生が数名いる。彼らがいま、新井ゼミ
で生き生きと学んでいる姿を見ると、本当
にうれしく思う。
　早稲田大学商学部には、50近くのゼミ
が用意されている。大学教育の花形は、
ゼミである。少人数の濃密な教育・指導
を受けて、学生の皆さんは専門性を高め
てほしい。またゼミでは、仲間たちや先生
との人間的な深い交流も期待できる。講
義では見せない顔を、ゼミでは見せてくれ
る先生もいるであろう。皆さんがゼミで多
くのことを学び、社会で大活躍するための
確固たる基盤を形成して、早稲田大学商
学部を卒業してくれることを心より願って
いる。

商学部で法律を学ぶ意義とゼミの効用

商学部学生担当教務副主任

新井 剛
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■ ■ ■ ■ ■ 学 部 N e w s

News 2

第24回日経STOCKリーグにて奥村ゼミの学生が部門優秀賞（大学）を受賞しました
中・高・大学生を対象にした金融・経済学習コンテストである日経STOCK

リーグにおいて、奥村ゼミの3年生4名からなるチーム（大石彩乃、鈴木脩太、

田口輝、内藤彩）が大学・専門学校部門の全参加 667チーム（大学 647チーム、

専門学校 20チーム）中、トップの部門優秀賞を受賞しました。早稲田大学か

らの出場チームとして初の受賞です。

日本経済新聞社主催（野村ホールディング協賛）のコンテストで、各参加チ

ームが特定の投資テーマを実現するための株式ポートフォリオを提案するレ

ポートを作成し、その内容を競います。受賞したレポートは、社会的課題で

ある食品ロスへの取り組みと企業価値向上の好循環を促進するためのポート

フォリオ投資を提案しています。財務情報、株価情報、その他の多様な情

報を分析し、さらに官公庁や企業の関連部署へのインタビューを重ねること

によって説得力のあるレポートを完成させています。実際の入賞レポートと審

査員による講評は以下のリンクをご覧ください。

man@bowまなぼう 日経STOCKリーグ（外部リンク）

https://manabow.com/sl/result/24/index.html

「全国学生保険学ゼミナール」にて中出ゼミの学生がダブル受賞しました
2023年 12月 3日（ 金 ）「 全 国 学 生保 険 学ゼミナール（Risk and Insurance 

Seminar）」にて、中出哲教授のゼミナール3年生・4年生が、保険実務家が

選ぶ「MNP（Most Notable Presentation）」と「出席学生全員が選ぶMIP（Most 

Impressive Presentation）」をダブル受賞しました。

中出ゼミは、少子化対策やダイバーシティなどの社会課題に対する方策と

して、「従業員子育て保険」という仕組みを考案して提案しました。これは、

民間と政府が協力した新たな保険制度の枠組みを創設する提案で、政府の

財政支出や国民の社会保険料負担をあまり増やさずに、民間企業が経費と

して保険料を負担して、従業員や家族の出産による労働力不足に対して、代

替労働力やベビーシッターの派遣という現物給付を受け、出産や女性の活躍

を支える制度です。政府と保険会社が制度の運営に携わることによって、質

の高い「ベビーシッター」産業を育成することも目指します。この提案は、出

産という人生の最初からかかわる制度で、介護保険とパラレルになるもので

す。新たな官民連携（public private partnership：PPP）の仕組みで、この提

案は、世界的にみてもオリジナリティの高い独創的なものです。

その後、「学生新商品アイデアコンテスト」においても、実務専門家の審査で第1位となり、今年秋に韓国で開催される新商品コンテストに日本代

表として参加することになりました。

Dean's List制度の表彰を行いました
2023年度より、商学部ではDean's List制度を導入しました。この制度は、学業・スポーツ・

文化芸術活動等で優れた成果を残した商学部生を対象に、日々の努力とその成果を表彰

し、諸活動に対する更なる意欲向上を目的とするものです。

Dean's List〔学業〕は、学業成績（GPA）に基づき、各学年 30名程度を選出します。

Dean's List〔スポーツ〕および〔文化〕は、スポーツ活動や文化芸術活動等において、個人

や団体の構成員として残した顕著な成果に基づき選考します。選考基準は、全国大会・コ

ンテスト等では入賞以上、国際大会・コンテスト等では出場以上を目安とします。

2024年 3月は、Dean's List 〔学業〕102名、〔スポーツ〕3名、〔文化〕4名の受賞者に表彰状

を授与し、輝かしい成果を称えました。

皆さん、ぜひDean's Listの表彰を目指して、学業・スポーツ・文化芸術活動等に勤しみ、

商学部で充実した学生生活を過ごしてください。

News 1

News 3

中出教授と発表したゼミ生

左から田口輝さん、鈴木脩太さん、大石彩乃さん
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■ ■ ■ ■ ■ Global Management Program 紹介 ※ 2020 年度以降入学者対象

GMPゼミでのプレゼンテーションとディスカッションの様子

Global Management Program（GMP）に参加しませんか
Global Management Program（GMP）は、商学部の学生を「グローバル・ビジネス・リーダー」に育てる
プログラムです。

今の時代は、地球／世界レベルはもちろん、国内においてもグローバルな知識・経験・能力を持った
リーダーが求められています。地球上のどこにいても、力強く、堂々と、しなやかに生きていく、そし
て自分の周りの世の中に貢献していく、GMPはそんなリーダーを育てたいと考えています。

現在、商学部の3・4年生の100名以上がGMPに参加して自らを成長させています。

GMPの内容は？
GMPでは、学生たちの資質・能力を高めるため、次のようなプログラムの内容を用意しています。

　GMPゼミは、まさにGMPの学習の中心です。GMPゼミに

は、経営、国際ビジネス、会計、ファイナンス、保険、経済史・

経営史、公共政策のゼミがあります。それぞれのゼミでは、

国際経験が豊富な教員のアドバイスを受けて、ビジネス・

社会における課題の発見と問題の解決に取り組みます。そ

して学生は、このゼミでの学習を通じて、思考力、分析力、

情報収集能力、世界に通用するプレゼンテーション力・デ

ィスカッション力・ライティング力を高めることができます。

さらにはGMPゼミというコミュニティーにおいて、グローバ

ルな人間力・リーダーシップ力を身に付けることになります。

　商学部の授業の多くは日本語で行われていますが、GMPでは英語で行われるビジネスの授業（GMPコア科目）を 5科目以上履修します。

その 際には、皆さんが 1，2年生の英語の授業で学習したことが大いに役立つことになります。GMPコア科目を履修すると、世界のビジネス・

経済・社会・文化に関する知識が英語で頭に入るので、皆さんが卒業後、日本語だけではなく英語でも人と話ができる、ビジネスを行える、

ということにつながります。

1　GMPゼミ

2　GMPコア科目、英語教育

GMP学生の声

GMPに所属していることで、国内にいながらもグローバルな経験をする機会がとても増えました。まず、

GMPコア科目の授業は、ディスカッションを通じて自分の意見を英語で述べる場面が多く、知識のアウ

トプットを行う機会に恵まれています。さらにGMPフォーラムでは、他のGMPゼミの学生と共同で、自

分のゼミでは学べない内容に英語で取り組むので、学習や交友関係を広げる場となっています。これら

に加えて、課外活動では海外からの留学生と交流する機会も多くあります。

このようなGMPならではの環境を活用することで、自身をよりグローバルな人材に成長させられますし、

私も成長を実感しています。

■ 広田ゼミ 

元田 就士
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GMPに参加するには？
GMPに少しでも興味がある人は、GMPウエブサイト、GMP Annual Report を見てみてください。

［GMPウエブサイト］ https://www.waseda.jp/fcom/soc/students/gmp

［GMPアニュアルレポート］  https://www.waseda.jp/fcom/soc/assets/uploads/2024/02/ 

f44fdbca83c77e22ef3f499417cc3624.pdf 

　GMPに参加するには、３年生からGMPゼミに所属することが必要です。GMPゼミに入り次第、GMPの
学生となります。ですので、GMPに参加したい人は、GMPゼミに応募してもらえればと思います。GMPゼ

ミは、後の専門ゼミ紹介のページに  のマークがついています。

　GMPには、皆さんを成長させる様々な学習機会（Learning Opportunities）があります。それらはいずれも、単に知的能力を高めるだけで

はなく、皆さんのグローバルな人間力、リーダシップ力を高める場となります。

3　GMP Learning Opportunities

GMP
ウエブサイト

GMP
アニュアルレポート

1　  GMPフォーラム
　毎月1回、最終週のGMPゼミは、全GMPゼミが一堂に会して合同で行います。これがGMPフォーラムです。そこ

では、ゼミと学年を越えて、他のGMPゼミの学生・一つ先輩（後輩）の学生と共に学ぶことができます。ゲスト（企

業等）の講師に出されたビジネス課題の解決方法をグループでディスカッションすることもあります。これまで ゲス

トとして、Wall Street Journal, EY Japan, 三菱商事等に来ていただきました。また、学生自らが設定した課題をプ

レゼンテーションすることもあります。右の写真は、GMPのコンセプト、製造過程のサステナビリティ、予算等を

考慮して、グループごとにGMPのTシャツを考案・企画するというGMP T-Shirts Competition を行った時の様子です。

2　  学生研究成果発表会
　GMPの一大イベントです。GMPの学生が1年間の研究成果を発表する場です。各ゼ

ミの代表が、オーラル・プレゼンテーションとポスター・プレゼンテーションで研究の

成果を発表します。ゲストの方にもお越しいただき、 社会人の眼から各研究成果への

評価・コメントをいただきます。2023年度は、オーラルプレゼンテーション・ポスター

プレゼンテーションで 6つの研究が見事に賞を受賞しました。

3　  GMPキャリアフォーラム
　GMPの学生が将来のキャリアを考える機会として、春学期 に行われます。商学部のOB/OG約 10 名にお越しいただき、

それぞれのキャリアをお話しいただいた後、OB/OGと学生でグループディスカッションを行います。様々な国・業種・職種

で大活躍されているOB/OGから親身になったキャリア・アドバイスが受けられます。

［GMP キャリアフォーラムにお越しいただいたOB/OG の勤務先（例）］ 三井物産、伊藤忠商事、マイクロソフト、日本IBM、 PWC、 
アクセンチュア、JR東日本、電通、三井住友銀行、三菱UFJモルガン・スタンレー証券、野村アセットマネジメント、スイス・リー

4　  海外での学習
　GMPの学びは、早稲田キャンパスだけにとどまりません。グローバルな知識・経験・能力を高めるために、GMPの学生は海外で世界の学生と共に学びます。

 まず、海外合宿です。2023年度は 9月に香港で海外合宿を行い、香港科技大学（HKUST）の学生と共同ワークショップを行いました。また、現地ではグローバ

ル企業 4社を訪問し、世界のビジネスの最前線を体感しました。

　さらに、GMPは世界の大学生によるケーススタディーのコンペティションHKUST 

International Case Competition（HKICC）にも参加しています。HKICCは、毎年世界

のトップ大学10-15校の学生が現実の企業が直面する問題への解決策を考案しプレ

ゼンテーションするものです。HKICCに参加するGMPの 4名の学生は、まさに世界

大会の場で、知力とコミュニケーション力を駆使して、他国の学生としのぎを削るこ

とになります。このHKICCへの参加は、自らの能力を世界レベルに高めるばかりか、

人生においても貴重な経験となることでしょう。

ゼミを越えて：GMPフォーラム
「T-Shirts Competition」の優勝チーム

オーラル・プレゼンテーション ポスター・プレゼンテーション

コンサル勤務のOBを囲んで

2023年HKICC世界大会
出場チームのメンバー

2023年海外合宿 
香港
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● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

興味のあるゼミの説明会に参加し、ゼミの内容や講義の進め方、研究テーマ等の情報を収集する。
秋説明会は、9月上旬に行われます。

収集した情報を踏まえ、MyWasedaから応募ゼミの情報を入力する。
Webでの「応募ゼミ申請」と併せて、応募書類を提出する。
1次選考の応募書類提出期間は、9月上旬です。

応募ゼミの選考日、選考場所等を確認し、選考試験を受ける（レポート課題のみの場合もあり）。
1次選考は、9月中旬頃に行われる予定です。

説明会への参加

応募

選考試験

専門教育科目演習 専門教育科目演習ⅠA 3年生

3年生

4年生

4年生

4年生

2単位

2単位

2単位

2単位

4単位

履修学年 単位数

専門教育科目演習ⅠB

専門教育科目演習ⅡA

専門教育科目演習ⅡB

専門教育科目演習論文

◆ 選考までのステップ

STEP1

STEP2

STEP3

専門ゼミとは
●   専門教育科目演習（ゼミ）では、担当教員の指導のもと、設定したテーマについて調査・資

料収集をして、レポートやプレゼンテーション資料を作成し、それをもとに他の学生と討
論する形式をとります。通常の授業とは異なり、少人数制で2年間継続することが前提です。

●  ゼミの活動を通じて、将来の実務で必要となる課題設定および課題解決能力、プレゼン
テーション能力、コミュニケーション能力、文章作成能力を養います。また、合宿や懇親
会など、担当教員や他の学生と交流する機会も得られます。

●  なお、商学部には 6トラック（経営トラック、会計トラック、マーケティング・国際ビジネ
ストラック、金融・保険トラック、経済トラック、産業トラック）、約 60のゼミがあります。

●  ゼミは、以下の通り、半期の科目と専門教育科目演習論文（ゼミ論文）から構成されます。

※上記について変更の可能性がありますので、商学部 HP 等にて確認してください。
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●経営トラック 　　

現代企業研究 坂野　友昭 07

組織と戦略 藤田　　誠 07

起業家精神とビジネスモデル 井上　達彦 07

会社法研究 中村　信男 07

企業法研究 　和田　宗久 08

企業と環境・社会 　谷本　寛治 08

経営戦略研究 　山野井順一 08

組織行動研究 　村瀬　俊朗 08

Contemporary Strategic Management マレン ジョエル 09

応用組織論研究 　三橋　　平 09

ヒューマン・リソース・マネジメント研究 梁取　美夫 09

民法研究 新井　　剛 09

●会計トラック 　

現代管理会計論 長谷川惠一 10

現代の財務会計 川村　義則 10

財務報告と分析 奥村　雅史 10

企業価値評価研究 大鹿　智基 10

財務報告の研究 山内　　暁 11

財務会計研究 八重倉　孝 11

Accounting, Economics and Society スズキ トモ 11

会計・監査実務研究 関根　愛子 11

●マーケティング・国際ビジネストラック 　　

現代マーケティング研究 恩藏　直人 12

現代広告研究 嶋村　和恵 12

マーケティング・サイエンス研究 守口　　剛 12

消費者心理学研究 須永　　努 12

Consumer Behavior Research フランク ビョーン –

マーケティング・コミュニケーション研究 石井　裕明 13

貿易商務研究 田口　尚志 13

グローバル経営 谷口　真美 13

国際貿易と経済学 市田　敏啓 13

国際貿易研究 横田　一彦 14

International Corporate Strategy エドマン ジェスパー 14

●金融・保険トラック

リスクマネジメント研究 李　　洪茂 14

The World's Corporations in a Globalized Society 広田　真一 14

コーポレート・ファイナンス 谷川　寧彦 15

Study of Insurance from a Global Perspective 中出　　哲 15

フィナンシャル・エコノミクス 尾﨑　祐介 15

保険経営と数理 星野　明雄 15

●経済トラック 　

マクロ経済理論 片岡　孝夫 16

開発経済学研究 高瀬　浩一 16

数理計量分析研究 毛利　裕昭 16

コンピュータによる統計分析とその応用 坂野　慎哉 16

企業の経済学 久保　克行 17

計量経済学とその応用 片山　　東 17

産業組織論研究 加納　和子 17

Empirical Study of Policy Evaluation 富　　　蓉 17

数理経済学研究 原　　和弘 18

●産業トラック

日本企業システムの経済分析 宮島　英昭 18

国際経済学研究 横山　将義 18

日本経済史研究 花井　俊介 18

国際経済関係研究 池尾　愛子 19

Economic and Business History: Global Perspectives 矢後　和彦 19

雇用労働研究 小倉　一哉 19

イノベーション研究 清水　　洋 19

産業・企業ダイナミクス研究 宮川　大介 20

● ● ● ● ● ●
特 集

 専門ゼミ目次
掲載は科目配当順

2025年度開講ゼミの募集の有無に
ついては、商学部ホームページま
たは掲示板を確認してください。

GMP 対象ゼミ
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先生

■ 研究テーマ
「成功した企業」と聞いてどんな企
業を思い浮かべますか？いわゆる
GAFA や Airbnb などでしょうか。
いずれの企業もサービスやアイディ
アは秀逸でしょう。しかし、それだ
けでは「勝ち続ける」ことはできま
せん。成功し勝ち続けるには裏側の
目に見えない仕組みにこそ本当の要
因はあるはずです。私たちはそこに
焦点を当てて活動をしています。

■ 活動内容
井上ゼミでの活動は、特定の企業
のビジネスモデル分析から始まり
ます。この過程で学術研究の流れ
やフィールドワークの基礎を身に
つけます。その後は輪読や外部の
方との交流などを通して、ビジネ
スモデルに関する理解を深めたり、
自ら問いを設定して本格的に研究
活動に取り組んだりしていきます。

■ 新ゼミ生へ  
私たちのモットーは「考動する知識
人」です。考えなしに思いつきで行
動するのでも、机の前で考えるだけ
で行動に移さないのでもなく、常に
考えながら実行することを大事にし
ています。このモットーに共感し、
自身もそうした力を育みたいと強く
思う人をお待ちしています。

ゼミ HP：
https://sem-inoue.w.waseda.jp

井上 達彦起業家精神とビジネスモデル

人数：3 年生 10 人、4 年生 10 人　執筆者：新井 花菜

先生

■ 研究テーマ
経営学に関するテーマを幅広く扱い
ます。経営戦略、組織構造をはじめ、
コーポレート・ガバナンス、リーダー
シップ、モチベーションなどに関す
るテーマも取り上げます。ゼミ論文
作成に際しては、各人（各グループ）
の興味を尊重します。

■ 活動内容
春学期は、教材を指定して輪読形式
で実施します。秋学期は、グループ
でのゼミ論文作成と慶應義塾大学商
学部小沢ゼミとのインゼミでの発表・
討論がメインの活動になります。ま
た、論文作成のため、統計に関する
学習、統計ソフトの使い方なども学
習します。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミは、各人の主体的な行動が期待
されるという点をよく認識してくだ
さい。
ゼミ Twitter：
https://twitter.com/fujita_zemi

藤田 誠 組織と戦略

人数：3 年生 17 人、4 年生 15 人　執筆者：宮地 遥菜

先生

■ 研究テーマ
坂野ゼミでは、現代企業が直面
するさまざまな問題を多面的な
角度から検討し、それに対する
分析能力や解決能力を身につけ
ることを目的としています。

■ 活動内容
先生が企業とテーマを定め、グ
ループごとに、マーケティン
グ、ファイナンスなど様々な視

点から分析し、プレゼンを行い
ます。プレゼン後はゼミ全体で
質疑応答、先生を交えたディス
カッションを行い、先生による
フィードバックがあります。ま
た坂野ゼミでは、学生主体のサ
ブゼミがあり、就職時に役立つ
実践的な能力を身につけること
を目的としています。サブゼミ
のテーマ自体は自由で、ゼミ生

の自主性を促す形式になってい
るので、皆高いモチベーション
をもって取り組んでいます。

■ 新ゼミ生へ  
坂野先生が 2025 年 3 月をもっ
て退職されるため、本年度の新
ゼミ生の募集は行いません。

坂野 友昭現代企業研究

人数：3 年生 0 人、4 年生 23 人　執筆者：森 創太郎

先生

■ 研究テーマ
中村ゼミでは研究テーマとして「会
社法」を扱います。会社法を中心
にして、組織の運営形態や資金調
達方法、新規事業展開といった経
営戦略上の重要な意思決定過程を
考察することにより、ビジネスの
現場に対する理解を深めることを
活動目標としています。

■ 活動内容
会社法研究Ⅰでは、会社法に関す
る実際の経営問題を題材にした
ケーススタディを中心に、複数人
のグループ毎に対象事例の研究・
報告を行います。会社法の基礎知
識の習得と並行しつつ、実社会に
おける会社法の役割に関して実践
的に理解します。会社法研究Ⅱに
ついては、個人もしくはグループ

単位での卒業論文の作成が主な活
動内容です。

■ 新ゼミ生へ  
中村ゼミには体育会系から文化系
まで男女ともに個性豊かなゼミ生
が所属しており、進路に関しても
メーカーや金融、インフラ、IT 等
の民間企業から公務員、公認会計
士、法科大学院等まで様々です。
多種多様なゼミ生と関わり合いな

がら、ゼミにおける活動に真摯に
取り組む意欲に満ちた方々を中村
ゼミ一同お待ちしています。

中村 信男会社法研究

人数：3 年生 9 人、4 年生 9 人　執筆者：高山 直也
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先生

■ 研究テーマ
和田ゼミは企業法を研究テーマに
しているゼミです。商学部で法律
ゼミかと思う人もいるかもしれま
せん。しかし、会社は企業法の枠
組みの中で成り立っているため、
それを知ることで世の中の企業問
題を知ることができます。具体的
には、企業の M&A やコーポレー
トガバナンスなど、昨今の企業を
取り巻く問題や紛争を法律的な観

点から捉え、研究を行っています。

■ 活動内容
3 人〜 4 人のグループに別れ、与え
られた企業法に関するテーマについ
て、判例や文献を用いて、資料をま
とめ発表します。研究を進める中で、
法制度や企業づくりの問題点を発見
し、解決策を考え、より深い理解に
つなげます。活動は先輩と同期を混
ぜたグループで行うため、法律科目
に苦手意識がある方も安心です。ま

た夏休みにはゼミ合宿も行い、交流
を図っています。

■ 新ゼミ生へ  
和田ゼミはグループで活動するこ
とから先輩・同期と分け隔てなく
仲良くなる機会が多くあります！  
また、活動日数も多すぎることが
ないため、部活やサークルなどの
課外活動とも両立しやすいです。
ゼミ生一同皆さんの参加をお待ち
しています！

和田 宗久企業法研究

人数：3 年生 7 人、4 年生 7 人　執筆者：高橋 楓季

先生

■ 研究テーマ
谷本ゼミナールでは、CSR（企業
の社会的責任）をテーマに、企業
が財務・非財務の両面において優
れた経営活動を行っていくにはど
うすればよいか経営戦略や経営組
織、コーポレート・ガバナンス等
様々な切り口から研究しています。  

■ 活動内容
3 年生の前期は文献を要約し、グ
ループに分かれて毎週レジュメを

作成、ディスカッションを行いま
す。夏には 3・4 年生が合同でプ
ロジェクト研究・合宿を行います。
後期は早稲田祭や他大学との合同
ゼミなどのグループ研究、企業と
の共同プロジェクトに取り組みま
す。4 年生ではこれまでの集大成
として卒業論文を執筆します。

■ 新ゼミ生へ　
谷本ゼミでは能動的に活動する姿
勢を大切にしています。「調べる」

「まとめる」「伝える」という人生
の基礎となる力をつける活動を繰
り返すことで、常に成長し続ける
ことができる環境です。谷本ゼミ
は今後新ゼミ生を募集することは
ありませんが、是非谷本先生の授
業を履修して、雰囲気を味わって
みてください。

谷本 寛治企業と環境・社会

人数：3 年生 11 人、4 年生 11 人　執筆者：佐野 育穂、若山 芽生

先生

■ 研究テーマ
リーダーシップ、チームワーク、モチ
ベーション、職務満足など、様々な組
織の「人」に関するテーマを研究する
ゼミです。主に 2 人や 3 人一組の班を
組んで、学生主導で課題や研究を行い
ます。「どんなリーダーシップがチーム
ワークに必要か」「モチベーションはな
ぜ高まらないのか」など、みなさんも
過去に一度は疑問に持ったことがある
のではないでしょうか。村瀬ゼミでは、

これらの身近にある「人」の疑問に着
目して仮説を練り、データ検証を通し
て、自分達の解を見つけます。

■ 活動内容
ゼミでは、「輪読とリサーチプロジェク
ト」を中心に活動します。3 年生では、
並行履修科目の組織行動論とゼミのレ
クチャーを通して組織の人にまつわる
基礎知識を身に着けてもらいます。プ
ロジェクトは、企業との合同もあれば、
ゼミ内のみでの活動の場合もあります。

プロジェクトを通して、チームメンバー
とテーマを議論し、データ分析を行い、
自らの解が正しいかを検証し、結果を
ゼミ内や企業の方々に発表します。ゼ
ミの 2 年間にいくつかのチームプロ
ジェクトを行い、4 年生の最後に総仕
上げとしてグループで卒業論文に取り
組むことで、「自らの頭で考え、議論し、
行動できる」人材へ成長してもらうこ
とが、ゼミの目標です。  

■ 新ゼミ生へ　
村瀬ゼミの目標は早稲田大学でユニー
クなゼミを作ることです。ゼミで研究
に真剣に取り組み、加えて「work hard 
& play hard」の精神で学生生活を送り
たい方々の応募をお待ちしています。

村瀬 俊朗組織行動研究

人数：3 年生 14 人、4 年生 14 人　執筆者：村瀬 俊朗先生

先生

■ 研究テーマ
3 年前期には「世界標準の経営理論」
と英語の論文を用い、ゼミ生とディ
スカッションを通して、経営理論
について幅広く学びます。その後、
メイン活動となるグループ・プロ
ジェクトに入ります。ここでは、
グループごとにテーマ設定、先行
研究調査、データ収集・分析を行っ
ていきます。ここでの目標は、プ
ロジェクトの成果としての論文を

学内外の懸賞論文コンテストに出
し、一等を取ることです。

■ 活動内容
私たちは、経営戦略に関する事例
を定量的に分析し研究しています。
ゼミでは様々な企業事例から経営
戦略の理論に基づいて因果関係を
導き、仮説を立て、統計を用いて
検証します。これらの活動を通し
て、経営理論や統計学、語学、論
理的思考力を体得することを目指

します。

■ 新ゼミ生へ　
山野井ゼミでは、経営理論のみなら
ず統計や英語論文、企業事例などを
広く扱うとともに、論理的思考も求
められます。よって向学心と多少の
忍耐力が必要となります。将来役立
つスキルを身に付けるために真剣に
活動したい学生には、ぴったりのゼ
ミです。ゼミ生一同、皆さんの参加
を心待ちにしています。

山野井 順一経営戦略研究

人数：3 年生 6 人、4 年生 8 人　執筆者：坂尾 萌
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先生

■ 研究テーマ
経営学、組織科学、経営組織論
分野のゼミです。組織や、組織
内の人材が、時代をリードし、
変化に適応し、新しい価値を生
み続けるためのメカニズムを実
証的に研究することを目的とし
ています。卒業研究のテーマは、
就職や映画のデータを用いた研
究、オンライン・ゲーム・サイ

トなどのレビュー・コメント分
析、イノベーティブな水着の特
許分析、テニスのホーム・ゲー
ムでの勝率データなど、自分の
関心に沿いながら、正確な論証
と実証に基づく卒業研究ができ
るようサポートしています。

■ 活動内容
ともかく楽しく、笑顔で、毎週
のゼミが待ち遠しくなるように

運営しています。3・4 年生合
同のゼミで、和気あいあいと学
び合えるのが大きな特徴です。

■ 新ゼミ生へ  
大学時代に自分の将来に影響を
与えるような出会いに恵まれる
ことを願っています。

三橋 平応用組織論研究

人数：3 年生 2 人、4 年生 9 人　執筆者：三橋 平先生

先生

■ 研究テーマ
新井ゼミでは、民法を研究します。民

法は、皆さんが生活者として、あるい
は企業人として生きていくなかで、何

らかのトラブルに遭った時に役立つ法
律です。したがって、民法は私たち一
般市民にとって最も身近で、重要な法
律の一つといえるでしょう。  

■ 活動内容
①民法の構造を理解した上で、最近に
なって相次いでいる民法改正の内容や
背景等を学びます。②実務への影響が
大きい最高裁判所の出す「判例」の内
容や意義を皆で検討します。③法律問
題をテーマとするシネマの鑑賞を通し

て、日本の法制度の問題点を考察しま
す。 

■ 新ゼミ生へ  
大学生活、100% 楽しめていますか？ 
このゼミに入ったら、学びも遊びも全
力で楽しむことが出来ます !! ゼミの時
間は活発な議論を、休みの日はみんな
で楽しく遊びに行くなど、メリハリを
大事にしているゼミです！ 個性豊かな
ゼミ生や、学生思いで優しい先生と一
緒に民法を楽しく学びましょう !!

新井 剛民法研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 16 人　執筆者：劉 大地、南 莉子、古宮山 天音

先生

■ Theme: 
W e  i n v e s t i g a t e  h o w 
o r g a n i z a t i o n s  e f f e c t i v e l y 
m a n a g e  t h e i r  w o r k f o r c e s 
to achieve their  goals .  Our 
interests go beyond national 
boundaries; we examine various 
management practices (e.g., 
recruitment and select ion, 

compensation, performance 
m a n a g e m e n t )  a d o p t e d  i n 
organizations around the world.

■ Activities: 
I will try to strike a good a good 
balance between research and 
practice. Students will learn 
how to (1) read and understand 
academic research articles, 

(2) apply research findings to 
organizational practices, and 
(3) conduct research to answer 
their own business questions.  

■ Message:　
2025 年度から GMP 所属ゼミと
なります。ゼミでは英語を使用
しますが、これは英語を学ぶた
めではなく最新の情報をカバー

している文献の多くが英語によ
り書かれているからです。たと
え現時点では英語力が不十分で
も最新の理論と実務に触れたい
という意欲のある学生と一緒に
活動したいと考えています。

梁取 美夫ヒューマン・リソース・マネジメント研究

人数：3 年生 11 人、4 年生 12 人　執筆者：梁取 美夫先生

■ 研究テーマ
This zemi is for students interested in 
learning about business strategy in a 
world characterized by major challenges 
inc luding c l imate change,  rapidly 
advancing technologies, and pandemic 
diseases among others. The complexity 
of the modern world means that effective 
business strategy must be a dynamic 
and evolving process that adapts to a 
changing business landscape. To address 
these challenges, managers must be able 
to identify causes and consequences of 

important change in both the market and 
non- market environments of the firm.    
■ 活動内容
We will work to understand important 
issues that influence business strategy 
today using a range of perspectives, with 
a particular emphasis on the dynamic 
change characterizing the co-evolution 
of companies and business contexts. This 
zemi emphasizes the use of  modeling and 
computational simulation approaches, 
as well as application of data analysis 
methods. Content-wise, we will pay special 

attention reciprocal relations between 
business and the natural environment. 
However, what we learn is useful across 
strategic management issues. 
■ 新ゼミ生へ　
Successful companies design strategies 
that leverage broader changes taking 
place in the world to innovate and 
remain competitive. Students will learn to 
recognize and respond to these complex 
issues by exploring how successful 
business fits into the broader social and 
natural environments in which we live. 

先生マレン ジョエルContemporary Strategic Management

人数：3 年生 5 人、4 年生 4 人　執筆者：マレン ジョエル先生
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先生

■ 研究テーマ
川村ゼミでは、公認会計士となる
ことを希望する学生を募集してい
ます。財務会計・簿記に関する基
礎的な知識とそれを応用する能力
の習得を目標とします。財務会計
に関する様々なトピックスについ
て、会計基準をベースとして、基
礎的な概念やルールを学ぶととも
に、ケースワーク（問題の作成）

などを通じた能動的な学習をして
いきます。

■ 活動内容
3 年生は、財務会計に関する基礎
知識をしっかりと身につけること
から始めます。財務会計の領域ご
とに、まずは基礎的な用語やルー
ルの確認を行った後、主要な論点
を網羅する択一問題の作成・解答
や簿記的な知識を確認するための

ケースワークを行っていきます。
企業の実際の有価証券報告書を用
いた読解や分析を行います。また、
後期には他のゼミを交えた研究発
表会（インターゼミ）も企画して
います。4 年生は、卒業論文の制作
が主な活動になります。例年、主
要な会計問題に関する会計基準研
究や財務諸表分析を通じた企業研
究などがテーマとして選ばれてい

ます。

■ 新ゼミ生へ 
2022 年度からは、当ゼミでは、公
認会計士を目指すことを旗印とし
て頑張っています。志を高く持っ
て、ともに学び、やり遂げる意欲
のある学生の応募を期待していま
す。

川村 義則 現代の財務会計

　人数：3 年生 8 人、4 年生 14 人　執筆者：ゼミ生一同

■ 研究テーマ
企業情報の中核である会計情報の有用
性を多角的に検討します。とくに財務
会計の機能（情報提供機能や利害調整
機能）について理論的に理解し、財務
データや株価データを分析することに
よってその機能を分析します。分析ス
キルを身に付けながら専門知識を深め
ることがポイントです。

■ 活動内容
3 年生は、専門性の高い文献の輪読に

よって財務会計の機能を深く理解し、関
連事象について PC によるデータ分析を
行います（ゼミは PC 教室で実施）。ま
た、サブゼミを利用して日経 STOCK リー
グに参加します。そこでは、ビジネス
の存在意義を検討しながら投資テーマ
を決定し、これを実現する株式投資を
提案します（昨年度は 4 チーム中 2 チー
ムが入選、うち 1 チームは「フードロ
ス」を投資テーマとする提案で大学部
門トップの部門優秀賞（大学）を受賞）。

4 年生は卒業論文の作成と幅広い分野の
文献の輪読をします。なお、合宿、公
的機関や企業の見学、OB・OG 会、他
ゼミと合同のインターゼミを行います。 

■ 新ゼミ生へ  
ビジネスについて PC を利用した
データ分析、論文執筆、プレゼン
をやりたい人（PC 初心者でも OK）
はぜひ参加してください。 
Instagram：https://www.
instagram.com/okumura_seminar/

奥村 雅史財務報告と分析

人数：3 年生 15 人、4 年生 16 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

先生

■ 研究テーマ
このゼミでは企業価値評価という分野
について学びます。企業価値評価は、
財務諸表を読み解く会計の知識に加え
てマーケティング戦略への理解、経済
学を利用した市場動向の把握などの商
学にまつわる分野と、政治の動向や環
境問題などの商学以外の分野から、企
業の将来性を幅広い視野で見ることが
出来る学問です。この分野で使われる
知識は M&A や株式投資、企業の課題
解決など、様々な戦略的判断を下す際
にも活用されています。 

■ 活動内容
活動内容は毎年異なりますが、今年度春
学期の活動の１つに輪読があります。輪
読では文章の内容をまとめて発表する報
告と、論点を探して議論を行う討論を行
います。報告では表現力、討論では考
察力を身につけることを目標としていま
す。また秋学期には発想力と論理的な文
章を書く能力を身につけるために、論文
を執筆します。その他にもゼミ生同士の
仲を深めるために、月一企画や年一企画
という交流イベントを企画しています。
加えて他大学との合同ゼミ合宿ではビジ

ネスゲームを行うため、ゼミ生以外とも
交流しながら学ぶ機会があります。

■ 新ゼミ生へ  
このゼミでは会計の知識を応用するだ
けではなく、企業価値評価という研究
テーマで様々な学問を融合して学びま
す。また毎年ゼミの目標を自分たちの
代で設定し、それに沿った活動内容を
決定するため、自由度が高いです。積
極的に行動できる主体性のある人、責
任感があり、継続して物事に取り組め
る人をお待ちしています！ぜひ私たち
のゼミで一緒に活動しましょう！

大鹿 智基企業価値評価研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 6 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
企業の意思決定や業績管理等に用
いられる「管理会計」を中心にし
た研究を行っています。管理会計
論は経理・会計の範囲のみならず
経営戦略・マーケティングなどの
分野とも密接に関わっているため、
自身の興味に合わせて幅広い分野
の研究に挑戦できます。 

■ 活動内容
まずゼミ内定後に管理会計とプレ

ゼンの基礎知識を身に着けるため、
二年次の秋学期に四年生指導の下

「メンターゼミ」を行います。その
後、三年次の春学期に仮想の企業
を自身で経営し会計や経営戦略が
実際にどのように業績に関わって
くるかを体験する「ビジネスゲー
ム」を行い、秋学期にはグループ
ごとに研究テーマを決め他大学と
合同で研究発表する「インゼミ」
を行います。四年次は卒業論文制

作が中心となります。 

■ 新ゼミ生へ  
長谷川ゼミの活動はグループで行
うことが多く、他のゼミ生や先輩
と交流する機会も多いです。また、
昨年度から合宿も復活し年に２回
開催することができました！ぜひ
長谷川ゼミで一緒に有意義な学生
生活を送りましょう！

長谷川 惠一現代管理会計論

人数：3 年生 16 人、4 年生 16 人　執筆者：柳澤 佑汰
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先生

■ 研究テーマ
国際分野を中心とした財務会計の
理論について体系的に学び、会計
情報の作成者や利用者の視点から
分析を行います。また、会計情報
が市場に与える影響などを経済学
や統計学の視点を織り交ぜ、実証
的分析を試みます。

■ 活動内容
3 年次前半は財務会計の応用書を扱

い、個々のトピックについてプレ
ゼンや議論を行います。並行して
論文作成やプレゼンの技術を学び
ます。後半にはより発展した議論
を応用書を用いて行い、グループ
での論文作成を行います。4 年では
主に個人の卒業論文作成に取り組
みます。また、夏合宿（コロナ禍
で中断していたが、2023 年度から
再開の予定）や、東京証券取引所・

日本銀行等の見学を行います。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミは創設 8 年目のゼミです。 
ゼミ生が主体となり、先生と協力
して運営しているのが特徴です。
新しいゼミならではの自由で柔軟
な活動ができます。ゼミで得られ
たさまざまな知識と経験は卒業後
も必ず大きな力になると思います。
財務会計学に興味がある人や、学

問を学ぶ上で論理的に考えるのが
好きな人、その力をつけたいと考
えている人は、ぜひ私たちのゼミ
で一緒に学びましょう。

（なお、担当教員が 2024 年度から
特別研究期間に入る予定のため、
本年度は新規ゼミ生の募集を行わ
ない予定です）。

八重倉 孝 財務会計研究

人数：3 年生 0 人、4 年生 2 人　執筆者：八重倉 孝先生

■ 研究テーマ
実務に直結した学問である会計や監査を将

来活かしていくために、授業で学んだ基本

的な内容や考え方を踏まえ、どのように実

務で使われているのかを知り、どのように

使われるべきかを考え、議論していきます。 

■ 活動内容
会計や監査は国際的に標準化しているもの

の、実際のビジネスは―律ではありません。

そのため、会計処理や監査の業務には常に

判断がつきものであり、それをコミュニケー

ションしていくことが重要です。 本ゼミに

おいては、実際のビジネスや実務を踏まえ

た生きた議論を行い、どのように対応して

しくべきか考えていきます。具体的なイメー

ジを持つための企業等への訪問も積極的に

行っています。また、3・4 年合同での夏合

宿や年二回ほど企業訪問を行っています。

■ 新ゼミ生へ  
「会計」「監査」と聞くと機械的に当てはめ

るだけ、地味といったイメージがあるかも

しれません。でも、実際には、従うべき基

準を作るにも様々な背景があり、基準に従っ

て処理するのにも企業のビジネスをどうみ

ていくかで議論が分かれるものであり、実

務はとても奥深いものです。担当教員のこ

れまでの実務経験を通じて得た様々な会計

や監査の実務を学び、メンバーで議論でき

るこのゼミは、基礎を学んだものの、なぜ

そうなっているか、実務はどのように動い

ているか気になる方に適しています。皆さ

んの積極的なご参加を心からお待ちしてお

ります。

先生関根 愛子会計・監査実務研究

人数：3 年生 19 人、4 年生 23 人　執筆者：ゼミ生一同・教員

先生

■ 研究テーマ
「Account+ing（説明＋行動）」を制度設計

学上の「ナッジ」として応用し「新しい現
実の構築」（新しいビジネス、経済、開発学、
環境、政治、文化、社会、サステナビリ
ティ等）を研究・実践しています。例えば
損益計算書上のほんの追加的な一行だけで
インドの経済・経営活動を一変させた「One 
Additional Line」についてグーグルしてみ
てください。日本や 25 年後の中国・イン
ドのような成熟経済・社会における制度設

計も遂行中。教授の『幸福と会計』や『関
経連レポート』は岸田内閣の「新しい資本
主義」構想の基礎として利用されています。 

■ 活動内容
GMP ゼミの一つ。ゼミ員がそれぞれの
将来目標「やりたいこと」を見つける
ことが最優先です。学術的、実務的な
テーマのいずれも可能。政府のプロジェ
クトや企業から委嘱されたテーマに参
加可能。ゼミ運営方針や合宿や懇親会
などはゼミ生と教員の合議で決めます。

■ 新ゼミ生へ  
オックスフォードで最高賞を得ていた教
授によるモチベーションが高くフレンド
リーなゼミです。研究者や官庁職員や国
際組織職員やソシアル・アントレや留学
を希望している学生も歓迎。積極的な学
生は 1、2 年生のうちからゼミに参加し
ています。ツイッター等は多用しません
が、個々の事情や希望を重視しますので
積極的にスズキ教授にお問い合わせくだ
さい（researchmap.jp/tomo.suzuki）。

スズキ トモAccounting, Economics and Society

人数：3 年生 5 人、4 年生 6 人　執筆者：ゼミ員一同

先生

■ 研究テーマ
会計を中心としつつ、他分野（マーケティ
ング・経営戦略など）と融合させて学び
ます。
社会に出てから会計を学び直す人は多い

でしょう。「会計がわからなければ真の
経営者になれない」( 稲盛和夫 ) という
言葉が表すように、会計リテラシーはビ
ジネスに必要不可欠です。なぜなら、会
計がビジネス活動を表すストラクチャー
であり、ビジネスの共通言語であるため
です。ビジネスの共通言語である会計は、
社会に出てからの強い武器となるでしょ
う。なかには「会計は味気ない」と感じ
る人もいるかもしれません。そう感じる
のは、会計を単独でみているためかもし

れません。しかし実は、会計は他分野と
切っても切り離せないものです。それら
を一体として学べば、会計が面白くなり
ます。私達は、知識の丸暗記などではな
く、生きた会計と戦略思考を学びます。

■ 活動内容
● 3 年前期 : 輪読 ( 会計ファイナンス等
を扱う教科書を使用 )、5 分間プレゼン
● 3 年後期 : インゼミ ( 知識を実践 )、5
分間プレゼン
● 4 年 : 卒論執筆

■ 新ゼミ生へ  
●どのような方にお
すすめ？

・ 会計と他分野を融
合させて学びたい方

・資格勉強などと両立したい方
・ ゼミを楽しみ、生涯の思い出を作りたい方
X： @yamauchi_zemi（右上 QR コード）
YouTube： https://m.youtube.com/
channel/UCdVH3flmJCQ9GPYT6ad2i3g
HP： http://yamauchizemi.wix. com/yamauchizemi

山内 暁財務報告の研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：漆原 陸
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■研究テーマ
ブランド戦略、製品市場戦略、市
場参入戦略など、幅広いマーケティ
ング戦略を深く掘り下げます。学
生主体で研究テーマを設定し、発
表することで、マーケティングの
本質を理解し、主体的に学びを深
めることができます。 

■活動内容
週 1 回の本ゼミと週 2 回のサブゼ
ミで、4 〜 5 人のグループに分か

れて研究発表を行います。先生と
学生からのフィードバックを通じ
て、マーケティング知識を深め、
多角的な思考力を養います。サブ
ゼミでは、学生主体で活動内容を
決定し、議論を深めます。さらに、
ビジネスコンテストへの参加や企
業とのワークショップなど、実践
的な学びの機会も充実しています。 

■新ゼミ生へ
恩藏ゼミの魅力は、学生が主体的

に活動できる環境です。研究テー
マ設定や議論を通して、自主性と
協調性を養えます。また、体育会
や留学と両立しやすい環境も整っ
ています。33 年の歴史の中で培っ
てきた OB・OG とのネットワーク
も強みです。熱意と高い意識を持
ち、互いに刺激を与え合いながら
成長できる仲間を求めています。

先生恩藏 直人現代マーケティング研究

人数：3 年生 22 人、4 年生 27 人　執筆者：張 宸瑜

先生先生

■ 研究テーマ
絶えず変化する広告コミュニケー
ションの在り方や、広告活動を中心
とした企業のマーケティング戦略に
ついて学びます。デジタル化や多様
化が進む現代において、企業と消費
者の効果的なコミュニケーション手
法を探求しています。 

■ 活動内容
「本ゼミ」では、班ごとに教科書の

内容を中心に発表を行い、それに

対する先生からのフィードバック
や、全体での議論を通して理解を
深めます。実際の事例を踏まえな
がら、広告・マーケティングに関
する知識を習得することができ、
プレゼンテーションスキルの向上
にもつながります。また「サブゼ
ミ」では、企業から課題をいただ
き、商品企画やマーケティング施
策の立案に取り組みます。先生や
社員の方々からアドバイスをいた

だきながら、グループで議論を進
め、最終的には企業の方々に向け
て施策プレゼンを行います。ビジ
ネスの場における実践的な応用力
を養うことができ、理論と実践の
両面で学びを深められます。 

■ 新ゼミ生へ  
当ゼミは現在の 3 年生で終了し、今
後の募集は行いません。
Instagram：https://www.
instagram.com/shimazemi27/

嶋村 和恵現代広告研究

人数：3 年生 23 人、4 年生 21 人　執筆者：藤田 那月2024 年 2 月 14 日に開催したOBOG会にて

先生

■ 研究テーマ
マーケティング・サイエンスとは、マー
ケティングにおける諸問題に対しデー
タ分析などの科学的手法を適用するこ
とで、マーケティング上の意思決定の
質を向上させる方法論を研究する学問
分野です。デジタル化が進み多くのデー
タが集まる現代において、科学的な視
点を踏まえてマーケティングを行うこ
との重要性はますます高まっています。 

■ 活動内容
毎週行われる本ゼミ・サブゼミに加え、
春学期は他大学と合同で行う「インター
カレッジゼミ」、秋学期は「関東学生マー
ケティング大会」への参加が主な活動
です。これらの活動を通して、マーケ
ティングに関する知識はもちろん、プ
レゼン能力やロジカルシンキング、統
計的データ解析といった将来にも繋が
るビジネス・スキルを身につけること
が出来ます。 

■ 新ゼミ生へ  
守口ゼミの大きな特徴として「熱量の高さ」
が挙げられます。特に最大の活動である「関
東学生マーケティング大会」での優勝を目
指し、ゼミ生は日々全力でゼミ活動に向き
合っています。ゼミ生ひとりひとりが主体
性を持ち、絶対に目標を成し遂げるという
強い気持ちを持って活動しています。この
ような仲間と共通の目標に向かって活動で
きる熱量の高い環境は、守口ゼミでしか味
わえない貴重なものです。大学生活の後半

戦、1 つの大きな目標に向かって仲間と共
に切磋琢磨したいと考えている人を、ゼミ
生一同お待ちしております！説明会や下記
の Web サイト・SNS では、活動の詳細か
らゼミの様子まで様々な情報を発信してい
ますので、是非一度ご覧ください！ 
HP：https://moriguchihp.wixsite.com/
moriguchi-seminar
Instagram：@moriguchi_zemi
X：@moriguchi_zemi

守口 剛マーケティング・サイエンス研究

人数：3 年生 22 人、4 年生 20 人　執筆者：手塚 亮汰

先生

■ 研究テーマ
消費者の意思決定・行動に関す
る要因を、心理学の視点から分
析します。それを基に消費者と
商品・サービスを効果的に繋ぐ
手法を研究します。 

■ 活動内容
週に一回の本ゼミと二回のサブ
ゼミがあります。通年研究では、
消費者心理に関したテーマでグ

ループ研究を行います。また、
大きなイベントは合同ゼミと企
業コラボの二つです。合同ゼミ
では、通年研究の内容を他大学
と発表し合い、企業コラボでは
研究活動で得た知見を基に、商
品開発等の実践的なマーケティ
ング活動を行います。

■ 新ゼミ生へ  
須永ゼミの魅力は主体性です。

言われたことを行うのではなく、
ゼミ生が主体的に「何をしたい
か、すべきか」を探求し、熱心
にゼミ活動に取り組むため、ゼ
ミ生によるゼミ運営が行われま
す。 須永ゼミのゼミ生は皆、仲
が良いだけではなく、向上心を
持った学生の集まりです。活動
内容等に興味がある方は是非、
申し込んでみてください！

須永 努消費者心理学研究

人数：3 年生 19 人、4 年生 20 人　執筆者：亀井 佳音
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先生

■ 研究テーマ
本ゼミは「貿易」を、とにかく具体的に、
客観的に、ありのままに 観察し、そこから
物事を考えてみようというゼミです。必然
的に、オペレーション・レベルの現場を大
切にしてゆく姿勢をとりますが（「板子一枚
下は地獄」を感得する当事者意識を養いた
い）、より上層レベルの事象も重視しながら

（国際関係に絡んだ高次元の諸問題にも関心
を持ってもらいたい）、「貿易」を考えてゆ
きます。要は、「貿易」を様々な角度から研

究し大学 4 年間の集大成である卒業論文に
活かす。これが田口ゼミの研究テーマです。

■ 活動内容
ひたすら地味な内容です。安価でどこでも読
める文庫や新書を中心に、できる限り多くの、
幅広い内容の本－傾向としては歴史を重視し
たものが多い－を読み、考え、議論し、また
考える。そして、それを卒業論文に活かし、
仕上げてゆく。これらのごくごく普通のごく
ごくありふれた一連のプロセスです。大きな 
ジャンプをするには大きく屈まなければなり

ません。「将来のために一度大きく屈んでみる
か」と心を決めた学生に、とくに、いつでも
容易に他者と繋がる今だからこそ、孤独になっ
て物事を見つめ書庫に潜りこんで考えてみた
いという学生に（ほんの少しでもそこに価値
を見い出せる学生に）、来てもらいたいと思っ
ています。ゼミは 3・4 年合同で行います。今
年も例年通り多くの本を読む予定を組んでい
ます。参考までにゼミ 3 年生が本年度中に読
むのは、『ザ・フェデラリスト』、『アメリカ外
交 50 年』、『民間防衛』等を含め合計 30 冊（他

に英語論文も数本）ほどに上ります。少しき
ついかもしれませんが本学の学生はそれをこ
なす能力を十二分に持っているので、積極的
にトライをしてもらいたいと思っています。

■ 新ゼミ生へ  
3・4 年合同の合宿を計画しています。本当の
面白みというのは真剣さがあってこそ生まれ
ます。 尖った真剣味を求めている学生は、是非、
田口ゼミの門を叩いてみてください。皆さん
よりほんの少し成熟した在ゼミ生が、あたた
かく－ときに厳しく－迎えてくれるでしょう。

田口 尚志貿易商務研究

人数：3 年生 8 人、4 年生 8 人　執筆者：田口 尚志先生

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは国際貿易に関するトピッ
クを中心に据えながら、「経済的な
考え方」を身につけ、世の中のあら
ゆる出来事に対して「自分の頭で考
えること」ができるようになること
を目的としています。英語のテキス
トを用いて経済学とプレゼンテー
ションの仕方を学び、日本語の文献
を大量に読んで議論します。市田ゼ

ミに入ると、英語力、ロジカルシン
キング、プレゼン力、経済学の基礎
と応用が身につきます。

■ 活動内容
通常のゼミ活動、サブゼミに加え
て、国内の勉強合宿が年 2 回、海
外大学交流・研修合宿（2023 年 9
月はタイ） が年 1 回、スキー合宿、
インゼミ活動（昨年度は上智、青
山、中央など）を行います。先生

はゼミ後の食事会などにも頻繁に
顔を出してくださり、他愛のない
話から社会で身につくマナーなど
様々なことを教えてくださいます。
また、先輩後輩の繋がりも市田ゼ
ミの大きな魅力の 1 つです。卒業
後の進路は総合商社、金融業界、
大手メーカー、コンサルティング、
マスコミ、大学教授職、シンクタ
ンク研究者、国家公務員総合職な

ど、多岐にわたります。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミ活動の良さは、仲間と一緒に
難しい課題に取り組むことです。
活動に必要なのは、「やる気」や「積
極性」であり、今勉強が得意であ
るかは全く関係ありません。市田
ゼミで一所懸命に頑張りたいとい
う思いを持った方、市田ゼミでお
待ちしております。

市田 敏啓国際貿易と経済学

人数：3 年生 8 人、4 年生 10 人　執筆者：小林 佑

先生

■ 研究テーマ
マーケティング・コミュニケー
ションを中心に、様々なマーケ
ティングの課題に取り組んでい
きます。消費者としての直感や
経験を大切に、関連分野の学術
的な理論やフレームワークから
消費者の反応を正確に把握し、
自分たちなりの実務的示唆を導
くことがゼミの目的です。 

■ 活動内容
3 年次の活動では、実務家の方
から課題をいただいて取り組む
グループワーク、他大学との研
究発表会、学会でのポスター発
表などを行う予定です。また、
合宿などのイベントも実施して
いきます。  

■ 新ゼミ生へ
石井ゼミは、2024 年から開設
された新しいゼミです。活動内
容やイベントなどについては、
皆さんの要望なども踏まえなが
ら活動内容を決められればと思
います。 積極的かつ真面目に
取り組んでくださる方の応募を
お待ちしております。

石井 裕明マーケティング・コミュニケーション研究

人数：3 年生 23 人、4 年生 0 人　執筆者：石井 裕明先生

先生

■ 研究テーマ
グローバル経営、ダイバシティ・
マネジメント 

■ 活動内容
多国籍企業が行う国境を越えた経営を、
戦略論と組織論の観点から学びます。
特に、人材をいかして企業価値向上に
つなげる人的資本経営が注目されてい
るなか、ダイバシティ・マネジメント
の観点から調査・分析・考察を行います。 
具体的な活動として、①最新の論文に

ついての議論　②海外大学の学生との
議論・交流　③特定企業についての研
究発表会（昨年度は伊藤忠商事、三井
不動産、オムロン、MSD にご参加いた
だきました）　④海外での企業訪問およ
びインタビュー調査があり、学術と経
営の実践の両面から学べます。昨年度
はベトナムでジェトロ、ファミリーマー
ト、オムロン、伊藤忠商事サイゴンス
カイガーデン、Phu My3 特別工業団地、
KOA ベトナム、ニトリ、バリアブンタ

ウ師範短期大学日本語学科を訪問し、
今年度は韓国での研修を予定していま
す。 昨年の卒業生の進路は住友商事、
三菱 UFJ 銀行、楽天グループ、NEC など、
OB・OG との繋がりも魅力です。

■ 新ゼミ生へ  
主体的にゼミに取り組みたい方、多様な
人々との交流から学びたい方、議論を活
性化し結論に導く力を身に付けたい方、
グローバルリーダーとして活躍したい
方、谷口ゼミにてお待ちしています。

谷口 真美グローバル経営

人数：3 年生 8 人　4 年生 6 人（うち 2 名留学中）　執筆者：荒井 結月

ノルウェービジネスス
クールとの合同討議

丸紅 KOA ベトナム現地工場視察 
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先生

■ Research Theme
In this zemi we investigate 
the  dynamic  and complex 
i n t e r n a t i o n a l  b u s i n e s s 
environment.  We focus on 
business-related strategy – 
including foreign market entry, 
innovation, local adaptation, M&A 
– but also on the business-society 

interface, including issues related 
to climate change, political 
stability, and social development. 

■ Activities
The zemi offers  a  range of 
different activities, including 
group work and presentations, 
online simulations, meetings 
with company representatives, 

case study discussions, and 
i n t e r a c t i o n s  w i t h  f o r e i g n 
visitors. Zemi students will also 
get the opportunity to take part 
in the GMP forum with other 
students enrolled in the Global 
Management Program. 

■ 新ゼミ生へ  
The goal  of  this  zemi is  to 

help you gain the skills and 
confidence to work in a global 
business environment. If you 
are thinking of wording in an 
international context and care 
about global  business and 
society, this is a good choice for 
you!

エドマン ジェスパーInternational Corporate Strategy

人数：3 年生 13 人、4 年生 14 人　執筆者：Edman

先生

■ 研究テーマ
リスクマネジメント論

■ 活動内容
私 た ち の ゼ ミ で は、 毎 週 1 人 ず
つ教科書の内容に関するプレゼン
テーションと討論を行っています。
これから AI や IOT の技術はさらに
進み、世の中は今以上の速度で目
まぐるしく循環していくことが予
想されます。また、急変する国際
情勢と経済状況の中で企業が散在

しているリスクを予想し、管理す
ることはさらに重要になっていま
す。そのような時代に企業はどん
なリスクを考え、どのようなリス
ク管理方法を行うことが望ましい
か、その手段について学びを進め
ています。

■ 新ゼミ生へ  
こんにちは。私たち李ゼミでは、
運動部や留学生など多様な人が所
属しています。このような多様な

人たちと顔を突き合わせて学習し
ていくことは大学生活において貴
重な機会になると思います。ゼミ
生間の仲も良くて、授業はもちろ
ん様々なイベントを開催していま
す。仲良くて楽しいゼミ活動をし
たい方、他の学校活動とゼミ活動
を両立したい方はぜひ本ゼミで頑
張っていただきたいです。

李 洪茂リスクマネジメント研究

人数：3 年生 24 人、4 年生 18 人　執筆者：オ ウォンテク

先生

■ 研究テーマ
世界中の企業の経営について学び
ます。企業の目的、行動、戦略、ファ
イナンス、ガバナンス、パフォー
マ ン ス（ 収 益 性、 成 長 性、ESG）
等を国ごとに比較し、各国の企業
の共通点と相違点とを考察します。
そして、そうした国ごとの企業の
特徴が、その国の経済、法律、文化、
宗教などから生じているかどうか
も検討します。 

■ 活動内容
ゼミでは、世界の企業、経済、法
律、文化、宗教等の知識を身につけ、
分析力・考察力を高めるとともに、
英語と日本語のどちらでもプレゼ
ンテーション、ディスカッション、
ライティングができるようにしま
す。また、今や広田ゼミの伝統と
なった慶應義塾大学や一橋大学と
のインターゼミ（日本語で実施）、
中国・香港・台湾・韓国・シンガポー

ルなどの海外の大学の学生との共
同学習（英語で実施）も行います。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミでの学習に情熱を持って取り
組み、君たちの資質とポテンシャ
ルを著しく伸ばし、10 年後に日本
で、あるいは世界で、グローバル
な社会に貢献する人になることを
願っています。

広田 真一The World's Corporations in a Globalized Society

人数：3 年生 10 人、4 年生 8 人　執筆者：広田 真一先生台湾の大学でのプレゼンテーション

先生横田 一彦国際貿易研究

人数：3 年生 14 人、4 年生 10 人　執筆者：3 年生一同
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先生

■ 研究テーマ
行動経済学の視点から金融を学
ぶゼミです。心理学と経済学を
組み合わせた行動経済学のテー 
マである「なぜ人間は非合理な
行動をするのか」を切り口に、
金融分野の研究を行います。 

■ 活動内容
3 年生では行動経済学の教科書の 
輪読を行いつつ、グループに分

かれて商学部懸賞論文に向けて
準備を進めていきます。研究を
進めるなかで、ビブリオバトル
やゼミ合宿、他大学との合同ゼ
ミを行い、多くの発表機会を設
けています。またグループ活動
が中心なので、ゼミ生と切磋琢
磨しながら学ぶことが出来ます。  

■ 新ゼミ生へ  
尾崎ゼミではメリハリを大事に

活動しており、学んだことをアウ
トプットする機会が多くありま
す。金融をメインとしたゼミでは
ありますが、ゼミ生が興味ある分
野を行動経済学の観点から学ぶ
ことが出来ます。学生の主体性を
重視し、学生が新しい取り組みを
提案することも可能です。学生生
活最後の 2 年間を尾﨑ゼミで有
意義なものにしましょう！

尾﨑 祐介フィナンシャル・エコノミクス

人数：3 年生 12 人、4 年生 11 人　執筆者：北本 鈴花

先生

■ 研究テーマ
保険を題材にしていますが、ゼミで扱うテー
マはとても広いです。保険は社会の様々な領
域に関わっているためです。特に、外国の
保険制度やグローバルな保険に関心を持っ
ています。研究テーマはゼミ生が議論して
決めます。現 4 年生は、女性活躍・少子化
対策に向けた新保険の構築に取り組み、政
府の方に提言し、論文としてまとめました。

■ 活動内容
ゼミ生がどのような能力を高めたいかを

討議したうえで活動を計画します。昨年は
夏から韓国で開催される「新保険商品ア
イデアコンテスト」に出場するべく日本
語・英語で新保険の開発に取り組みました

（2024 年度は中出ゼミが優勝し、韓国派遣
の権利を勝ち取りました！）。秋には「東
京学生保険ゼミナール」に参加して研究発
表や論文作成をしました。その過程で実
務者を招いた討議もしています。加えて、
GMP ゼミとして他のゼミや海外大学の学
生と交流する機会も豊富に持っています。 

■ 新ゼミ生へ 
本ゼミは少人数ながら、何かに打ち込み、
多様な分野に強みをもつ学生によって主
体的に運営を行う点に特徴があります。
そのため、自ら主体的に活動することが
大切です。多様な学生が在籍しているか
らこそ、何かに挑戦しようとするゼミ生
を全力で応援する環境が揃っています。
進路も様々で、就職に限らず、長期留学
する者や国内外の大学院に進学する者な
ど多岐にわたります。

中出 哲Study of Insurance from a Global Perspective

人数：3 年生 9 人、4 年生 6 人　執筆者：小川 将哉

先生

■ 研究テーマ
保険会社の戦略や保険事業の特性な
どから題材を取り上げて研究しま
す。皆さんに積極的な関心を持って
もらえる主題を取り上げ、ゼミ生が
主体となって決定します。題材に応
じて数理的な考察を行いますが、数
学の知識は特に必要ありません。 

■ 活動内容
今年度は「生命保険の営業と顧客
が感じる価値の関係」「外貨建て一

時払い保険の問題」などのテーマ
で研究を行っています。１チーム
5 人ほどに分かれて発表準備を行
い、グループディスカッションを
通してテーマについての理解を深
めます。また、今年度から他大学
と合同で行うゼミナールや懸賞論
文にも挑戦する予定です。 

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミは今年で開講３年目です。
最大の特徴は先生と学生の距離の

近さです。先生は優しくなんでも
相談に乗ってくださるので、思っ
たことは何でも話すことができま
すし、保険会社での勤務経験につ
いてのお話を聞くこともできます。
ゼミ生も皆個性豊かで、先輩後輩
別け隔てなく温かい雰囲気で活動
しています。保険に関して、経営学、
マーケティング、時事問題など様々
な観点から学ぶことができる点も
大きな魅力です。

星野 明雄保険経営と数理

人数：3 年生 6 人、4 年生 14 人　執筆者：山口 真佳

先生

■ 研究テーマ
ファイナンスと機械学習です。
主に金融関連の数値データと機
械学習の手法を用いて予測や分
類を行います。健康診断でコレ
ステロール値が高いと運動量を
増やすようアドバイスされるこ
とが多いのですが、データ上は
運動量が多い人はコレステロー
ル値も高いという傾向がありま

す。このようなパラドックスを
解決する手段も学びます。 

■ 活動概要
使うプログラム言語は Python
です。基本を習得した後、ある
日の株価の騰落を前日までの
データから予測するモデルを推
定するなど、具体的な応用例を
学びます。また、他大学とディ
ベート交流試合も行います。 

■ 新ゼミ生へ   
時間を守り自分の守備範囲はき
ちんとこなすなど、チーム活動
ができることが前提です。各人
がゼミでやりたいことを互いに
調整し、ゼミとしてまとまった
活動ができれば、有益な 2 年間
になると思います。

谷川 寧彦コーポレート・ファイナンス

人数：3 年生 9 人、4 年生 7 人　執筆者：谷川 寧彦先生
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先生

■ 研究テーマ
当ゼミのテーマの中心はマクロ経
済学の理論です。マクロ経済学は
時代の変化の中で大きく変化して
おり、さまざまな考え方を含んで
います。私たちは一つの立場にこ
だわることなく、それらを並列的
に学習し、異なった考え方の相違
点や背景について研究しています。

■ 活動内容
ゼミは 3 限から 5 限まで 3 コマ連

続で行われ、3 年生は 3、4 限、4
年生は 4、5 限に参加します。３
限と 5 限にはマクロ経済学に関す
る本や論文を輪読し、4 限には 3・
4 年生共同で、マクロ経済のシミュ
レーション分析の実習を行ったり、
自由なテーマによるプレゼンテー
ションを行っています。その他、
合宿や企業見学を行っています。

■ 新ゼミ生へ  
片岡先生は非常に学生思いで、一

人ひとりにしっかりと目をかけて
くださいます。またゼミの授業は
知的な楽しさに満ち溢れています。
ゼミで新たなチャレンジをしたい
人、大学でしかできないことをや
りたいという人の参加をお待ちし
ています。

片岡 孝夫マクロ経済理論

人数：3 年生 15 人、4 年生 13 人　執筆者：片岡 孝夫先生

先生

当ゼミでは、主に発展途上国の
経済分析を中心とする開発経
済学を学びます。担当教員の高
瀬教授が取り組んでいる南太平
洋諸島地域に関する研究に加え
て、ゼミ生が関心のある地域に
ついて取り扱う事ができます。
３年生の内は、卒業研究に必要
な知識を身に着けることを目的

とした授業が展開されます。具
体的には、ミクロ経済学の基礎
の習熟や、実用的な英語、時事
的な背景知識、統計分析に関す
る授業なとが挙げられます。ま
た、年に数回、外部の研究機関
や施設にてフィールドワークも
行い、生きた知識を身に着ける
事ができます。当ゼミ最大の特

徴は、ゼミ活動がほぼ全てゼミ
生の主体性に委ねられている点
に あ り ま す。 合 宿 や OBOG 会
の開催から、授業の運営方針ま
で、ゼミ生が主体的に意見を出
すことができる自由闊達なゼミ
です。学生生活において何か一
生懸命頑張った成果を残したい
方や、決められた受け身のゼミ

活動だけでなく、自分達でゼミ
活動を運営していきたい方の参
加をお待ちしております。

高瀬 浩一開発経済学研究

人数：3 年生 11 人、4 年生 9 人　執筆者：平井 太門

先生

■ 研究テーマ
当ゼミでは、数理解析の手法を学
び、数理モデルによって経済、経営、
国際関係などの社会現象の分析を
行うことを研究テーマとしていま
す。数理解析の手法は非常に多様
かつ複雑です。年度により学ぶ手
法は異なりますが、応用確率過程、
数理最適化、オペレーションズ・
リサーチのなどの手法を学びます。 

■ 活動内容
3 年次は、理系数学の基礎的な教
科書や、応用確率過程、数理最適
化、オペレーションズ・リサーチ
の教科書を用いて基礎的学力を養
います。教科書でゼミ生の担当箇
所を指定して発表させるというス
タイルではなく、全員が発表でき
ることを前提にしてゼミを行いま
す。4 年次はその応用的な学習及び、

各自が興味を持つテーマについて、
情報、論文を収集して、ゼミ論を
作成します。また、数理モデルの
理論、応用分野に関する研究会や
国際動向に関係している外部団体
のイベントへの参加を奨励してい
ます。国際社会状況について知識
を持って状況を分析することが重
要だと考えているためです。 

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミ生ではゼミ生のレベルを見な
がら理解を深めていけるように心が
けて運営しています。ただ、ゼミの
時間は限られていますので、各ゼミ
生の個々の努力が期待されることは
いうまでもありません。この毛利ゼ
ミで「数理能力×グローバル能力」
を身につけ、人工知能 にとって代
わられない人材を目指しませんか ?

毛利 裕昭数理計量分析研究

人数：3 年生 3 人、4 年生 3 人　執筆者：毛利 裕昭先生

先生

■ 研究テーマ
本ゼミの副題は－「特技」とし
ての統計分析とコンピュータ操
作－です。したがって本ゼミの
目的は、ゼミ生全員が統計分析
能力とコンピュータ操作能力を
身につけることです。

■ 活動内容
3 年次には統計学の基礎を丁寧
に学習します。春学期には教科

書の輪読で基礎知識を吸収し、
Excel を用いて統計分析を行い
ます。秋学期には問題演習を中
心に行い、統計検定 2 級の合
格を目指します。4 年春学期に
は統計学の一分野である計量経
済学を教科書の輪読と統計ソフ
トの使用を通じて学びます。4
年秋学期には総まとめとして卒
業論文を執筆します。

■ 新ゼミ生へ  
教科書の輪読などでの知識吸収
と、実際にコンピュータ操作を行
う演習のバランスの取れた本ゼミ
では、統計分析を「特技」として
身につけることが可能です。さら
に、本ゼミは比較的少人数である
ため、坂野先生から細やかな指導
が受けられます。皆さんのご参加
をお待ちしています！

坂野 慎哉コンピュータによる統計分析とその応用

人数：3 年生 5 人、4 年生 4 人　執筆者：須藤 美季
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先生

■ 研究テーマ
産業組織論は、企業を経済主体と
して扱い、市場・産業における企
業の相互依存関係や消費者行動を
分析する応用ミクロ経済学の一分
野 で す。 日 頃 接 し て い る 小 売 企
業の戦略はどのように分析できる
のか、またそうした戦略は消費者
にどのような影響を及ぼすのかと
いった問いについて、経済学的な

視点を中心に考えます。また、ゼ
ミではデータ分析の手法も学習し
ます。実際にデータをみて自ら分
析することで、多くの発見を得る
ことができます。 

■ 活動内容
3 年次には文献の購読とゼミ生によ
る報告を行い、産業組織論の基礎
的な理論やトピックを学習します。
代表的な教科書や論文を輪読し、

データ分析の学習や演習をふまえ
たグループワークを行います。4 年
次には個人研究の発表と卒論の作
成を行います。自ら問いをたてデー
タを収集し、統計学的手法を用い
て分析・考察していただきます。  

■ 新ゼミ生へ  
グループワークや卒論研究では、
必ずしも産業組織論の枠にとらわ
れる必要はなく、自身が重要だと

思う問題を深く考察してほしいと
考えています。関心はあるけれど
一見どう扱ってよいのかわからな
いテーマをどのように分析可能と
するかはゼミ生次第です。そのよ
うな問いにこそ、重要な問題提起
がかくれている可能性があります。
一緒に活気あるゼミを創っていき
ましょう。

加納 和子産業組織論研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 14 人　執筆者：加納 和子先生

先生

■ 研究テーマ
人や企業の行動、社会現象を説明するた
めに社会科学には様々な理論がありま
す。それらの理論の妥当性を検証するた
めに、「理論の与える仮説が現実のデー
タとマッチしているかどうか」、また「現
実のデータを理論がどの程度説明できる
か」を統計的にチェックする方法があり
ます。計量経済学はそのためのツールで
す。理論の検証以外にも計量経済学は用
いられます。例えば、政府が行った政策

の定量的評価や、「ある製品の価格や属
性が変化したときに、その製品や他の製
品のマーケットシェアはどのように変化
するか」などの予測にも用いることがで
きます。このゼミは、（1）計量経済学の
手法の理解、そして（2）計量的手法を
用いて現実のデータを分析する能力を身
につけること、を目的とします。

■ 活動内容
計量経済学の学習は、「理論」の学習
と「応用」（すなわち計量の理論をどの

ように現実のデータに用いるのか）の
学習の二本立てになります。「理論」に
ついては教員による講義がメインです。

「応用」については、計量ソフトを用い
て現実のデータを分析することで、計
量的手法を実際に使えるようになるこ
とを目指します。3 年次の後期は 2 つ
のチームをつくり、それぞれのチーム
で論文を作成し、学部の懸賞論文に応
募することを目標とします。この過程
で学術論文の書き方を学習します。4

年次は自分でトピックを選び卒業論文
を作成してもらうことになります。

■ 新ゼミ生へ  
履修に際しては（1）必修科目「基礎数
学」程度の数学の知識、（2）選択科目「基
礎統計学」程度の確率・統計学の知識、

（3）初級レベルのミクロ経済学の知識、
そして（4）Excel と Word が使える程
度のコンピュータのスキル、が前提と
なります。この中でも確率・統計の知
識は特に重要になります。

片山 東 計量経済学とその応用

人数：3 年生 2 人、4 年生 6 人　執筆者：片山 東先生

先生

■ 研究テーマ
The primary aim of this seminar is 
to facilitate students in enhancing 
their decision-making proficiencies. 
Empirical investigations endeavor to 
infer a causal conclusion regarding 
the research inquiry by utilizing data 
obtained through observations or 
experiments.  

■ 活動内容
This seminar mainly concentrates 

on quantitative analysis,  thus 
enabling students to acquire a 
comprehensive understanding of 
econometrics and to adeptly utilize 
statistical software like Stata to 
deduce legitimate causal inferences. 
Once they have established a solid 
foundation in empirical research, 
students will be expected to present 
their own research proposals, which 
could pertain to any field, such as 

the healthcare system, education 
system, or financial laws. 

■ 新ゼミ生へ  
Upon successfully completing 
the seminar, students should be 
able to scrutinize the impact of 
policies using an evidence-based 
methodology,  a fundamental 
skill that would be exceptionally 
advantageous for their future 
careers or graduate studies.

富 蓉Empirical Study of Policy Evaluation

人数：3 年 1 人、4 年生 3 人　執筆者：Sizhe Liu, Rong Fu

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、企業を取り巻く様々な
問題を多角的にデータ分析していま
す。具体的には「社外取締役の人数
の引き上げが企業にとってどのよう
にプラスか」「企業の不祥事は株価
にどう影響するのか」など企業活動
を理解する上で不可欠な問題を取り
扱っています。経済トラックであり
ながら扱う領域は多岐に渡り、行動
経済学やマーケティング、経営戦略、

国際経営なども同時に用います。

■ 活動内容
記事や論文をグループごとに分析し
プレゼン発表を行います。発表の
際に先生から的確なアドバイスを頂
けるので、リサーチ力に加えて論理
的かつ簡潔に話す力が身に付きま
す。サブゼミではゼミ生が中心とな
りデータ分析に必要な統計学を主に
学びます。また一昨年は関東マーケ
ティング大会への準備を進めるな

ど、自主的に自由な活動もできます。
秋には台湾研修を予定しています。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミでは経済学をはじめとした幅
広い知識を身に付けることができま
す。グループ活動や国内外でのゼミ
合宿もあるためゼミ生同士の仲が深
まること間違いなしです！
X：https://twitter.com/kubozemi2024
Instagram：https://www.
instagram.com/kubozemi.2024

 久保 克行企業の経済学

人数：3 年生 15 人、4 年生 21 人　執筆者：八巻 裕介、星野 将栄
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先生先生

■ 研究テーマ
統計的手法で企業分析を行います。
具体的には、戦後の日本企業のシ
ステムの変遷や今後の課題を、経
営や経済、金融などの面から分析
します。「企業」「金融機関」「政府」
それぞれの組織行動に着眼点を置
きます。経済学をはじめ、経営学、
統計学、会計学を含めた総合的な
学習ができます。多岐に及ぶ分野

を学習するため、将来社会に出て
役に立つ知識が身につきます。

■ 活動内容
本ゼミでは、毎回発表班と質問班
に分かれて、与えられた課題につ
いて議論を交わします。基本的に
ゼミ生主体の活動となり、先生に
は内容のまとめ、補足などゼミ生
のフォローをしていただいていま
す。 サ ブ ゼ ミ で は、Excel を 用 い

て統計学を基礎から学び、分析の
手法を身につけます。また、30 年
を超える歴史を持つ宮島ゼミでは、
OBOG の方々の人数が多く、交流
が深いです。

■ 新ゼミ生へ   
当ゼミのモットーは「スポーツの
ように勉強する」です。基礎的な
ことを突き詰めて自身の研究を深
めていくことは、とてもやりがい

があります。アットホームかつ緊
張感のある活動の中で、そのやり
がいを感じたい人、企業研究に取
り組みたい人、世の中の流れを広
く知りたい人など、意欲のある皆
さんの参加をお待ちしています。
X： https://twitter.com/
miyajimaseminar
Instagram： https://www.
instagram.com/miyajimaseminar/

宮島 英昭日本企業システムの経済分析

人数：3 年生 22 人、4 年生 16 人　執筆者：臼井 遥香、車田 尚樹

先生先生

■ 研究テーマ
国際経済学は、ものの流れを対象と
する国際貿易論と、かねの流れを対
象とする国際マクロ経済学 ( 国際金
融論 ) から構成されます。これらを
学ぶ上で、ミクロ経済学やマクロ経
済学の基礎をしっかりと修得するこ
とが前提となります。また、理論の
みならず、その応用としての経済政
策についても研究を行います。

■ 活動内容
3 年生のゼミでは、まずミクロ・マ
クロ経済の基礎理論を取り上げ、そ
の後、国際経済学の分野へと進みま
す。テキストの指定範囲をグループ
ごとに報告してもらい、ゼミ生間の
議論を通じて国際経済学に対する理
解を深めることになります。4 年生
は 1 年間学んだ理論的背景をもとに、
みずからテーマを設定して卒業論文

の執筆にあたります。経済学の分析
手法などを用いて 2 年間の研究成果
をまとめる機会となります。サブゼ
ミは、本ゼミの準備に充てる場合も
あれば、懸賞論文に取り組む場合も
あり ( 日銀懸賞論文等で入賞してい
ます )、ゼミ生自身が決めることに
なっています。毎年 9 月にはゼミ合
宿を行い、研究だけでなく、スポー
ツやバーベキューなどゼミ生間の親

睦を深める機会となっています。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミは研究報告や相互の議論をと
おして、ものの見方やものの考え
方を身につける場です。このよう
な知的な取り組みは、社会に出て
からさまざまな場面で役立つもの
と思います。ゼミは共同作業の場
なので、各種の活動に協調して取
り組む姿勢が必要になります。

横山 将義国際経済学研究

人数：3 年生 8 人、4 年生 6 人　執筆者：横山 将義先生

先生

このゼミでは、数理経済学に関
する研究を行います。主に意思
決定理論とゲーム理論に焦点を
当て、実証・規範両面から研究
を行います。担当教員はこの分
野の専門家であり、特に合理性
の仮定に関する研究と、そうし
た研究をゲーム理論等の関連分
野に応用する研究を行っていま

す。ゼミの目標は、卒業論文と
して一定程度独自性のある研究
をまとめることです。3 年次は
数学書の輪読を行い、必要な数
学の知識を身につけます。数学
は第二外国語としてコスパが良
く、一年間の勉強で多くの学術
書や論文が読めるようになりま
す。4 年次は卒業論文のテーマ

を決め、関連書籍を読みながら
研究を進め、成果をまとめます。
ゼミ生にはゼミでの研究活動を
最優先することを期待します。
並行履修科目としてゲーム理論
と戦略を設定します。

原 和弘数理経済学研究

人数：3 年生 1 人、4 年生 0 人　執筆者：原 和弘先生

先生

■ 研究テーマ
近現代日本の経済発展に関する
マクロ的な分析や日本における
企業システムの形成過程に関す
るミクロ的な分析などを中心に
研究を行っています。

■ 活動内容
３年春学期に経済史・経済学の
基礎を勉強し、夏合宿を経て、

秋学期にはテーマ研究を通じて
実 際 の 分 析 手 法 を 身 に つ け ま
す。これと並行して各自の研究
テーマを徐々に絞り込みます。
ゼミの最終目標は各自のテーマ
について、ある程度の長さをも
ち、必ず１つ以上のオリジナル
な論点を含む論文にまとめあげ
ることです。４年のゼミは、ゼ

ミ生相互の議論によって修正を
繰り返しながら、この論文を仕
上げることに充てられます。

■ 新ゼミ生へ  
オリジナリティのある論文を作
成するのは、決して楽なことで
はありません。ですから、ゼミ
生にはいい加減な議論でごまか
さ ず、 解 決 策 を 得 る ま で 真 剣

に努力を続けることが必要とさ
れます。厳しさと楽しさを両立
できる学生の参加を待っていま
す。

花井 俊介日本経済史研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 7 人　執筆者：花井 俊介先生
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先生

■ 研究テーマ
働く人の約 9 割は、「雇われて」働
いています。そのような人々を雇
用労働者と言います。「雇用労働研
究」とは、雇われて働く人の様々
な問題を考えることを意味してい
ます。就職活動・インターンシップ、
アルバイトのトラブル、働き方改
革・過労死、同一労働同一賃金、ジョ
ブ型雇用、AI と雇用、副業・兼業、

障がい者雇用など、様々な問題が
ある今日、ゼミを通じて主体的に
学ぶことを、目的としています。

■ 活動内容
3 〜 4 人を 1 つのチームとして、半
期ごとにチームを入れ替え、グルー
プ研究をして、期末に研究発表を
します。各チームは、研究テーマ
を相談し、関連する文献サーベイ
を行い、関係者へのインタビュー

調査を実施し、最後にプレゼン資
料を作成して、発表します。テー
マによっては、インタビューを依
頼する人や会社が複数になり、ま
た、遠方へ出かけることもありま
すが、自ら企画しフィールドワー
クをすることは、ゼミ生の実行力
を育み、とても良い社会勉強になっ
ています。

■ 新ゼミ生へ  
3 年生はサブゼミが 1 コマあります
が、部活動などと両立できるよう
に、その他の時間をゼミ活動で使
うことは基本的にありません。た
だし、その分、積極的にゼミ活動
に取り組まないと、仲間にも迷惑
をかけます。「ゆるさ」だけを求め
て来る人は、遠慮して下さい。

 小倉 一哉雇用労働研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 16 人　執筆者：小倉 一哉先生

先生

■ 研究テーマ
イノベーションを企業の競争戦略
や組織構造、産業組織の観点から
歴史的に分析しています。大きく
は、（1）イノベーションにはどの
ようなパターンがあるのか、（2） 
イノベーションのパターンに影響
を与えるのはどのような要因があ
るのか、（3）企業はイノベーショ
ンのパターンをどのように戦略的
に活用できるのかの 3 点を中心に

分析をしています。

■ 活動内容
ケースや論文、書籍などを読むと
ともに、実際に分析や提案を行っ
ていきます。とにかく巨人の肩に
のぼります。OB,OG とのコミュニ
ティも大切にしています。

■ 新ゼミ生へ  
2019 年から開講した新しいゼミ
です。これからどのようなゼミに
なっていくのか楽しみです。やる

ことは多いとは思いますが、それ
だけ得るものも多いはずです。楽
をしたい人はぜひ遠慮してくださ
い。せっかく大学にきたのだから、
ゼミに入って勉強した方がいいよ。
できるだけ濃い議論をと思ってい
るので、人数は 8 〜 10 人程度と
絞っています。
https://sites.google.com/site/
hiroshishimizu529/introduction

清水 洋イノベーション研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 10 人　執筆者：清水 洋先生

先生

人数：3 年生 17 人、4 年生 8 人　執筆者：Kazuhiko YAGO

T h i s  z e m i  c o u r s e  d e a l s 
with history of economy 
and business from global 
perspectives. Students learn 
how to handle the archival 
records of international 
institutions and/or global 
firms, how to frame their 
questions and replies on 

history, and how to apply 
their historical knowledge. 

You are required to read 
numbers and records in 
history, but no technical 
knowledge is necessary : 
w e  h i s t o r i a n s  a r e  t h e 
generalists. Only thing I ask 

the students to do in this 
zemi is to “enjoy”: just feel 
free to read history, jump 
into the international forum, 
a n d  e n j o y  t a c k l i n g  t h e 
global issues in front of you.  

矢後 和彦Economic and Business History: Global Perspectives

先生

■ 研究テーマ
人類の活動を根底から支える、化
石燃料や再生可能エネルギーのよ
うなエネルギー源に関して、幅広
い観点から研究するゼミです。活
動の中では、エネルギーと強い相
関がある世界情勢や国際経済の動
向について学ぶこともできます。

■ 活動内容
3 年前期では、資源エネルギー庁の

『エネルギー白書』をはじめとした

様々な資料や文献を用いて、国内外
のエネルギー動向に関して前提知識
を得ます。その後、夏休みの合宿や
後期ゼミではグループワークを行
い、発展的な議論、発表を行うこと
を目標に活動します。また、発表内
では逐次教授から内容の補足やアド
バイスがいただけるため、理解をさ
らに深めることが可能です。

■ 新ゼミ生へ  
日本は、極めて低いエネルギー自給

率の上に成り立っています。今後、
こうした構造を変革していくのは
まさに私たちの世代です。また、近
年、SDGs など環境意識の高まりか
ら、エネルギー分野は注目を集めて
います。このゼミに参加すること
で、前述したような社会課題に対す
る理解を深め、自分自身の考えをも
つ一助になると考えます。皆さんも
ぜひ、エネルギーの観点から国際経
済関係を研究してみませんか？

池尾 愛子国際経済関係研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 12 人（うち 2 人は海外インターン・留学中）　執筆者：武井 学陽

19 商学部報　No.184

https://sites.google.com/site/hiroshishimizu529/introduction


● 

経
営
ト
ラ
ッ
ク

● 

会
計
ト
ラ
ッ
ク

　 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

● 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク

● 

金
融
・
保
険
ト
ラ
ッ
ク

● 

経
済
ト
ラ
ッ
ク

● 

産
業
ト
ラ
ッ
ク

先生

■ 研究テーマ
ゼミでは、（1）実証分析手法の
習得、（2）企業行動とマクロ経
済を対象とした経済学的ツール
の習得、を目標として、輪読（担
当箇所のレジュメ作成・プレゼ
ン・質疑）やデータ分析を内容
とする演習を行います。 

■ 活動内容
3 年次のゼミでは、因果推論を
中心とする実証分析手法につい
て R と STATA を使って学ぶと共
に、企業の参入・退出、投資、
資金調達などの企業ダイナミク
スに関する基本的な理論モデル
について指定の教科書を参照し
ながら学びます。生産関数の推

定とマクロモデルの取り扱いに
ついても学びます。並行して各
自の研究テーマの選定を進め、
4 年時における卒業論文の執筆
に向けた準備を進めます。4 年
次 の ゼ ミ で は、 卒 業 論 文 プ ロ
ジェクトに注力します。

■ 新ゼミ生へ  
実証手法と経済学の理論に基づ

いた考え方のフレームワークを
習得することで、ミクロ・マク
ロレベルのダイナミクスに関係
する幅広いテーマを取り扱うこ
とができるようになります。将
来のキャリア形成において分析
的な仕事（注：学術研究に限り
ません）を志向する学生を歓迎
します。

宮川 大介産業・企業ダイナミクス研究

人数：3 年生 9 人　執筆者：宮川 大介先生
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■大学院生の部

最優秀論文賞 須藤 俊　「無観客試合がホームアドバンテージに及ぼす因果効果」

■学部学生の部

最優秀論文賞 春原 雅之、石井 美帆、石井 悠毅、Qiao Hongming　「くじに起因する不平等」

優秀論文賞 鈴木 涼祐、高山 大貴、QIN ZUOTAO、土井 晴加 、松本 ゆり子
 「独立社外取締役が企業のリスクテイクに与える影響」

 相澤 孝祐、Liu Sizhe、牧野 創、坂間 理彩、梅原 慎一郎
 「Policy Responses to COVID-19 Pandemic and Healthcare Access: Evidence from Mobile Tracking Data in Japan」

 川野 孝誠、土屋 舞緒、林 遼哉
 「政府助成金の獲得がイノベーションを媒介して投資家からの資金調達に与える間接的な効果」

 大西 一樹　「Do institutional investors enhance family firms’ value?」

 児玉 芳武、北山 天紀、坂元 晃大、田中 悠斗、ヤン ユンクアン　「節電キャンペーンの副作用」

佳　作 元田 就士、栁 千晴、山口 宙、山口 真由　「コングロマリット型M&Aが日本企業の企業価値に与える影響」

 根岸 奈愛、中村 涼楓　「研究開発型スタートアップにおけるアイデンティティの形成プロセス」

 浅井 菜々子、春日井 明夢、近藤 はるな、守下 真里子、森久 和音
 「GVCにおける産業の高度化が賃金に与える影響」

 奥秋 智司、小牧 優衣、小森 彩乃、佐藤 祐斉、長澤 桜生　「インドネシアの貧困にICTが与える影響」

 小暮 悠　「推しも知らない推し活の波及効果」

 佐々木 敦志 「適切な人材配置戦略がデジタル化効果に与える影響」

 楢崎 香織、大久保 有彩、大谷 哲平　「国際観光需要の決定因」

 菊地 達仁、田邉 凌、林 康仁、藪内 藤矢　「取締役会の多様性と企業価値の関係」

2023年度　早稲田商学学生懸賞論文　入賞論文

早稲田商学学生懸賞論文は、学生の皆さ

んの学業面における成果である優秀な論文

を表彰するとともに、その成果を内外に知

らしめることを目的として、早稲田商学同攻

会が運営しています。卒業論文やゼミ論文

などの研究成果は、多くの場合ゼミ等の内

部でのみ共有されます。しかし、せっかく

の成果ですから、多くの人たちに知ってもら

うことも大切です。ゼミの先輩や担当教員

だけではなく、他の教員から評価を受ける

ことで研究のさらなる深化が達成できたり、

研究成果の客観的な評価を得られたりする

ことにもなります。

審査の結果優秀と認められた論文につい

ては、『早稲田商学学生懸賞論文入賞論文

集』に掲載され、商学部の教員や学生に配

付されます。また、特に優秀と判定された

論文については、その後の査読を経て、教

員の研究成果をまとめた論文集である『早稲

田商学』または『文化論集』に掲載され、全

国各地の大学図書館等に配付されます。ま

た、賞状と副賞(賞金)が授与されるほか、表

彰式および祝賀パーティが開催されます。

早稲田商学学生懸賞論文には、すべての

商学部生が応募できます。近年では、1・2

年生の応募した論文が入賞することも増え

ています。研究テーマが商学に限定されて

いるわけではないので、自身の興味のある

テーマで論文執筆が可能です。また、個人

でもグループでも応募可能です。なお、プ

ロゼミを含むゼミ所属者については、ゼミご

との応募篇数に制限がありますので、ゼミ

内で相談してください。

2024年度の詳細なスケジュールについて

はまだ確定していませんが、例年1月中旬に

応募を受け付け、3月初めに結果発表、3月

下旬に表彰式および祝賀パーティという流

れになっています。12月ごろに商学部Web

ページやMyWasedaの「お知らせ」を通じて

詳細をお知らせします。

多くの皆さんの応募をお待ちしています。

 早稲田商学同攻会編集委員会

早稲田商学学生懸賞論文応募のお誘い

2023年度の「早稲田商学学生懸賞論文」では、大学院生の部と学部学生の部にあわせて34篇の応募がありました。

1つの論文につき2名の先生方による一次審査とその結果をふまえた合同審査会での厳正なる審査の結果、下記の方々が入賞しました。

※ 各賞入賞論文は応募受付順に並んでいます。

■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文
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 執筆動機

今回の懸賞論文は、私が 2年の歳月をかけ

て執筆した修士論文をもとに作成されたもの

です。私は以前よりスポーツと計量経済学に

関心があり、指導教授である片山東教授が勧

めてくださったスポーツ経済系のジャーナルを

読んでいました。その過程で、観客の応援の

影響を分析した論文と巡り合い、そのアイデ

アに惹かれました、さらに、私がこれまで主

に観戦という形でスポーツと関わってきたこと

も相まって、スポーツにおける観客についての

分析に興味が湧きました。そこで、修士論文

では、コロナ禍で生じた無観客試合の実施と

いうプロスポーツの特殊な状況に着目し、観

客の有無の効果の推定に取り組むことにしま

した。

 論文の内容

論文では、無観客試合の実施がホームアド

バンテージに与える効果を推定しました。多く

の先行研究が抱えていた識別問題を解決する

ために、同時期に有観客試合と無観客試合を

実施した日本のプロスポーツの状況を識別戦

略として自然実験を行いました。この状況を

利用したDID分析と媒介変数分析の結果から、

プロ野球では観客の応援がなくなるとホーム

チームの選手のパフォーマンスの低下を通じ

てホームチームの勝率が下がる一方、J1リーグ

とJ2リーグ、 B1リーグでは処置効果があるとは

いえないことが示唆されました。

 執筆にあたってのエピソード

今回の懸賞論文作成の作業の大部分は、定

められた懸賞論文のフォーマットに合わせて

私の修士論文を書き換えるというものでした。

この作業が思いのほかスムーズに進まず、論

文に掲載する内容の取捨選択や過不足なく正

確に情報を読者に伝える端的な文章の作成に

四苦八苦しました。しかし、片山先生をはじめ、

ゼミの先輩や同級生・後輩から貴重なアドバ

イスをいただいたおかげで、無事に完成に至

りました。特に、片山先生には論文のテーマ

設定からデータの分析、論文の執筆に至るま

での全ての段階において、2年間に渡り大変多

くのご指導を賜りました。修士課程 2年の秋

学期に毎週のように片山先生と一対一で論文

執筆についての議論を交わした日々はとりわ

け思い出深いです。心より感謝申し上げます。

 後輩の皆さんへのメッセージ

今回の論文執筆を通じて、自律性を培うと

ともに、多くの方々のご助力のもと試行錯誤

を繰り返して1つの作品を完成させるという貴

重な経験を積めました。ぜひこの懸賞論文作

成に挑戦し、満足のいくものを得ていただき

たいです。応援しています。頑張ってください。

無観客試合がホームアドバンテージに及ぼす因果効果最 論優 文秀 賞
大学院生の部

くじに起因する不平等最 論優 文秀 賞

■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

 執筆動機

「公正であるはずの選挙に潜む不平等を解

消したくて」……と言えればよかったのですが、

全くそんな意図はなく、偶然の産物でした。

論文のテーマを探すなか、たまたま区議会議

員選挙があり、「有権者としてちゃんと候補者

を評価して投票しなければ」という精神性と、

「でも人数多過ぎて面倒」という心理の衝突の

結果、選挙公報のオモテ面のみしっかり見て

投票する、という行動をとりました。その際の、

他の人にも同様の葛藤と行動があるのではな

いか、という気づきが、本研究の発端です。

 論文の内容

くじによってランダムに決められた選挙公報

における候補者の掲載順序が、選挙結果に与

える影響を推定しました。分析の結果、選挙

公報のオモテ面に掲載された候補者は、ウチ

面に掲載された候補者よりも当選確率が高く

なることと、同一ページ内では中央や右側に

掲載された候補者の方が得票率が高くなるこ

とが示されました。さらに、高度なモデルを

用いたシミュレーションを行って、実際の選挙

結果と反実仮想的な選挙結果を比較したとこ

ろ、全体の54.7%の選挙において当落の変化

が確認されました。これらの結果は、くじに

より選挙結果に無視できない大きさの不平等

が生じていることを示唆しています。

 執筆にあたってのエピソード

国会図書館に通い詰め、それでもデータが

集まらない選挙回については各区役所に出向

いてデータセットを構築しました。情報をひた

すらデジタルに落とし込む作業を経て、いざ分

析・執筆を始めると、教室に残って作業して

毎週のように警備員の方に追い出される常習

犯となりましたが、そのうちスルーされる（し

ていただける）ようになっていました。研究に

取り組んだこの一年は、忘れたくない濃密な

期間です。

 後輩の皆さんへのメッセージ

これを読んでくださった皆さん（特に1、2年

生）の中に、この論文の内容を完全に理解で

きた人はほとんどいないのではないでしょう

か。かく言う私たちも研究を始めるまでは皆

様と同じスタートラインに立っていました。そ

もそも何について研究するかを考えるところか

ら始まり、データの取得法、分析の手法、執

筆の作法などを試行錯誤してここまで来まし

た。ですからどうか、不安がらずに研究の世

界へいらしてください。きっと、皆さんの視野

や考え方を広げる体験ができるでしょうから。

■
片
山 

東
ゼ
ミ

須
藤 

俊

■片山 東ゼミ　グループ4名
春原 雅之、石井 美帆、
石井 悠毅、Qiao Hongming
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 執筆動機

広田ゼミでは毎年 3年生がチームに分かれ

て懸賞論文を執筆しています。広田ゼミでは

これまでにも先輩方が論文を執筆し、数多く

の賞を受賞しています。そこで、私達も先輩方

と同じように社会的意義のある発見をすべく、

論文執筆に着手しました。

 論文の内容

近年、コーポレートガバナンスの重要性が

高まる中で、独立社外取締役の存在に注目が

集まっています。独立社外取締役は、経営陣

を監督する役割を担っていますが、その役割

の一つとして経営陣の適切なリスクテイクをサ

ポートすることが挙げられます。そして、私た

ちは、独立社外取締役が企業のリスクテイク

に与える影響は、各国の国民性によって異な

るのではないかと考えました。国民性の中で

も、私たちは各国のリスク選好の違いに注目

し、リスク愛好的な国では独立社外取締役が

企業のリスクテイクに負の影響を、リスク回避

的な国では企業のリスクテイクに正の影響を

与えているのではないかという仮説を立て、

実証分析を行いました。

実際に分析を行った結果、リスク愛好的な

国とリスク回避的な国の間で独立社外取締役

の企業のリスクテイクに対する影響が有意に

異なり、その影響がリスク愛好国では負、リ

スク回避国では正であることを明らかにする

ことができました。また、この結果は、リス

クに関する経営者の意思決定を監督するとい

う独立社外取締役の役割が、ある特定の地域

に限られたものではなく、世界全体に通用す

る普遍的なものであることを示唆するもので

あるといえます。これは、独立社外取締役比

率を上昇させようとしている、日本や諸外国

の政策的潮流を支持する実証的なエビデンス

となるといえます。また、独立社外取締役の

企業のリスクテイクに対する影響を分析した

先行研究では、R&D投資やM&Aなどの特定

の投資行動を企業のリスクテイクの代理変数

としていましたが、私たちはROA・ROEという

収益性指標のばらつきを企業のリスクテイク

の代理変数とすることで、特定の投資行動の

みならず、投資活動全般に関わる企業のリス

クテイクに対する独立社外取締役の影響を明

らかにしました。

 執筆にあたってのエピソード

私達は、テーマの決定や仮説の導出はもと

より、データの分析方法やその処理にも多く

の時間をかけて論文を執筆しました。データ

取得のために商学部研究図書館に足繫く通っ

たことや、チームの仲間と議論を重ねてきたこ

とは、私たちを成長させてくれた良い経験と

なっています。論文執筆にあたり大変なことも

数多くありましたが、最終的に論文を書き上

げることができたのは、チーム全員で最後ま

で協力し合うことができたからだと考えていま

す。

最後になりますが、論文執筆にあたりご指

導くださった先生方、先輩方、そして支えてく

ださったすべての方々にこの場を借りて感謝申

し上げます。

 後輩の皆さんへのメッセージ

「本当に自分は論文を書くことができるのだ

ろうか？」。初めて論文を書く大学生なら、誰

もがこのように感じるのではないでしょうか。

しかし、論文は一人で書くものではありません。

私たちは論文執筆にあたり数多くの方から助

言をいただいてきました。論文を執筆する際

にはぜひ先生方や先輩方、友人たちを頼って

下さい。数多くの先行研究も、論文執筆のヒ

ントをくれるでしょう。長い道のりではありま

すが、周囲の力を借りながら、自分なりに考

え抜くことで、論文を書き上げることができる

と思います。

独立社外取締役が企業のリスクテイクに与える影響論優 文秀 賞

■広田 真一ゼミ　グループ5名
鈴木 涼祐、高山 大貴、
QIN ZUOTAO、土井 晴加 、
松本 ゆり子
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■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

 執筆動機

私は商学部のGlobal Management Program

（GMP）のゼミに所属しており、4年生には英語

で卒業論文を執筆することになっていました。

そこで、大学生活でのこれまでの学びを英語

で論文にまとめるにあたって、昨年も応募し

た懸賞論文への応募を決めました。

 論文の内容

論文では、ファミリー企業に対して機関投

資家がどのような影響をもたらしているかを

定量的に分析しました。ファミリー企業は、

創業者一族が会社経営に対して力を持つこと

が多いため、ファミリーによる私的な行動が

会社の損失につながるという独自の問題が指

摘されてきました。そしてこの問題を抑制する

ことを期待されているのが、多くの株式を保

有し企業に影響力を持つ機関投資家です。分

析の結果、機関投資家による株式の保有がフ

ァミリー企業の企業価値に正の影響を与えて

いることが分かりました。その中でも、長期

的な視点を持つ機関投資家はより正の影響が

大きく、コーポレートガバナンスの向上に大き

く貢献していることが分かりました。

 執筆にあたってのエピソード

英語で論文を執筆することが初めてであっ

たため、どのような英単語やフレーズがアカデ

ミックな文章において適切なのかを掴むまで

が大変でした。そのため、頭で思い浮かべて

いる内容を文章に落とし込むことに苦労しまし

た。しかし、アカデミックな文章を英語で執

筆する方法を学ぶ授業やGMPの授業で培った

学びを振り返りながら、一つ一つ文章を書き

進めました。結果として、ビジネスの場面でも

役立つような単語力と文章力を身につけるこ

とができたのは大きな副産物でした。また論

文において重要な、文章の流れや分かりやす

さに関しては、昨年からさらに積み上げた知

識のおかげで、伝えたい部分が明確にできた

と感じています。これらは全て先生方の教え

のおかげです。心より感謝申し上げます。

 後輩の皆さんへのメッセージ

懸賞論文に応募することは、自分の論文の

クオリティを追求するべく最後までやり抜く力

が身に付く極めて貴重な体験であると考えて

います。私自身、懸賞論文に応募することを

決めていなければ、途中で妥協して中途半端

な論文を提出することになっていたと思いま

す。妥協せずに取り組んだからこそ、先行研

究から新しい考えを導く論理的思考力や創造

力を養うことができ、今後の糧になる経験に

することができました。

Do institutional investors enhance family firms’ value?論優 文秀 賞

 執筆動機

富蓉ゼミでは計量経済学を中心とした実証

分析の研究を行っています。従来の教科書の

学習や個別の調査とプレゼンに代わり、私た

ちのゼミでは3年生と4年生が共同で懸賞論文

に取り組み、実際のデータを活用して分析し、

最終的に論文をまとめることで、計量的な分

析手法やディスカッションのスキルを身につけ

る取り組みを行っています。今回の論文執筆

もその一環です。

 論文の内容

本研究では、コロナパンデミック中の日本に

おける緊急事態宣言および蔓延防止政策が医

療利用に与える影響を調査しています。これら

の政策を実施する背景での人々の医療機関へ

の訪問パターンをモバイル空間統計データを

用いて固定効果モデルで分析しています。研

究結果としては緊急事態宣言が平日や特定の

人口集団において、特に男性や若年層で著し

い医療機関への訪問減少と関連していること

を示しています。一方、蔓延防止政策は医療

機関へのアクセスに統計的に有意な影響を示

さないことが明らかになりました。この研究は、

公共政策と社会的行動の複雑な相互作用を強

調し、人口統計の変動性と変化する日常生活

を考慮した微妙なアプローチの必要性を示し

ています。我々の結果は、緊急時の政策が医

療システムに与えるより広範な影響を理解する

のに貢献し、医療危機時の医療アクセスの効

果的な戦略立案に示唆を提供しています。

 執筆にあたってのエピソード

論文作成において最も困難だったのはデー

タの整理でした。今回使用したモバイル空間

統計データは特殊なメッシュコードに基づい

ており、他の地域のデータと統合するために

はメッシュコードと市区町村コードの対応が必

要でした。そのため、使えるデータセットを準

備するには 3カ月間の作業が必要でした。デ

ータ整理にはみんなが苦労しましたが、これ

により先行研究に使用されていないデータセ

ットを使用し、新しい視点や結論に至ること

ができました。

 後輩の皆さんへのメッセージ

今回の論文執筆を通じて、データは良い分

析の土台であることを再認識しました。研究

においては、必ず何のためにどんなデータが

必要かを明確にし、それに基づいてデータ収

集を行うことが不可欠です。適切なデータが

なければ、妥当な結論や有益な洞察を得るこ

とは難しいでしょう。従って、研究計画を立て

る段階からデータの選定と収集方法に十分な

注意を払い、そのデータを適切に解釈するた

めのフレームワークを構築することが重要です。

Policy Responses to COVID-19 Pandemic and Healthcare Access: Evidence from Mobile Tracking Data in Japan論優 文秀 賞

■
広
田 

真
一
ゼ
ミ

大
西 

一
樹

■Rong Fuゼミ　グループ5名
相澤 孝祐、Liu Sizhe、牧野 創、
坂間 理彩、梅原 慎一郎
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コングロマリット型 M&A が日本企業の企業価値に与える影響佳 作

 執筆動機

広田ゼミでは前期で学んだ内容をアウトプッ

トするために、毎年 3年生がグループで論文を

執筆しています。広田ゼミの先輩は例年懸賞

論文で入賞をしているため、先輩方の偉業に

続こうという想いで取り組みました。私たちの

グループはM&Aについて研究をしたかったの

ですが、中でも日本ではそれほど研究が進ん

でいないコングロマリット型M&Aに焦点を当て

ることで、意義のある研究になると考えました。

 論文の内容

本論文では「コングロマリット型M&Aが日本

企業の企業価値に与える影響」を、内部資本市

場の観点から検証しました。従来の欧米の研

究ではコングロマリット型M&Aが企業価値を

低下させることが実証的に示されてきました。

しかし私たちは、成長機会が限られている企

業が更なる成長機会を得るために、既存事業

で得た資金を利用して異業種に進出することを

投資家がプラスに評価するのではないかと考え

ました。そこで、企業の特徴によってコングロ

マリット型M&Aの企業価値に与える影響は異

なると予想し、イベントスタディを行いました。

その結果、トービンのQが低い企業、そして現

金預金比率が高い企業ではCARが高くなること

が判明しました。さらにそれらの企業をサンプ

ルとして重回帰分析を行った結果、将来の成長

機会が限られており、内部資金に余裕がある

企業ほど、CARが高くなることが分かりました。

これにより、コングロマリット型M&Aが必ずし

も企業価値に負の影響を与えているわけでは

ないという結論を示すことができました。

 執筆にあたってのエピソード

私たちのグループは意義のある研究を行い

たいという想いがとても強かったため、テー

マを決めるのにかなり時間がかかりました。

その結果、先行研究を読むために徹夜をした

り、マクドナルド早稲田駅前店で終電までイベ

ントスタディを行ったり、年始からオンライン

ミーティングを行ったことは非常に良い思い出

です。そのような状況の中で、論文提出の締

め切り直前までご指導いただいた広田先生、

片山先生、ゼミの先輩方のお陰で論文を完成

させることができました。本当にありがとうご

ざいました。

 後輩の皆さんへのメッセージ

実証研究の論文を執筆することは非常に大

変で、私たちのグループも非常に過酷な経験を

しました。ですが、振り返ってみるとグループ

メンバーとの活動は一生の思い出になると思い

ます。なので、学生生活をより充実させるため

にも是非頑張ってください！

 執筆動機

我々が節電と交通事故の関係を調べようと思

いついたのは、『Energy saving may kill』という先

行研究がきっかけでした。この論文は、節電キャ

ンペーンよって人々が気温の変化に対して脆弱に

なり、熱中症等で死亡者が増えると主張しました。

我々は節電が気温の効果を強めることに着目し、

気温が与える影響について考えました。先行研究

を調べ、色々な案を出した中で選んだのが気温と

交通事故の関係でした。見えづらい関係で興味

深い内容だと思い、これを研究テーマとしました。

 論文の内容

先に述べた通り、本論文は節電キャンペー

ンと交通事故の予期せぬ関係を明らかにした

ものです。これは、節電キャンペーンが気温が

もたらす効果を強めることにより生じるもので

す。気温が高まると交通事故が増えることに

関しては各国で多数の研究がされており、科

学的事実に基づくものです。我々は日本におい

てもその関係が成り立つことを分析しました。

そして、その気温が与える効果を節電キャンペ

ーンが強めるのかを固定効果モデルを用いて

推定しました。果たして結果は統計的に有意

であり、節電キャンペーンは気温を介して交通

事故を増やすことを示しました。

 執筆にあたってのエピソード

今回の研究では、国内外の先行研究をたく

さん読む必要があったことが非常に印象に残っ

ています。研究をするうえでは当たり前なのか

もしれませんが、初めての経験だったため「こ

んなにも骨が折れる作業をしないといけないの

か」と感じたのを覚えています。特に英語で書い

てある論文を読み込む際、私は決して英語が得

意ではないので多くの時間がかかりました。た

だ、数をこなしていく中で要領よく要点をつか

むことができるようになっていきました。今考

えれば先行研究の分析を全員で丁寧に行ったか

らこそ今回の論文を完成させられたと思います。

 後輩の皆さんへのメッセージ

目標を達成しようとする際、道は決してスム

ーズではなく、必ず困難に直面します。しかし、

そのような困難こそが成長の機会を提供しま

す。仲間と協力し、共通の目標に向かって努

力し続けることが大切です。私たちも研究の

過程で多くの壁にぶつかりましたが、決してあ

きらめずに問題を乗り越え、成果を挙げるこ

とができました。この経験は、単なる論文の

執筆やデータの分析、アカデミックな学問の

探求だけに留まらず、チームでの活動や協力

の重要性を学ぶ貴重な機会となりました。皆

さんの将来にも、この経験が必ず役立つと思

うので、是非挑戦してみてください。

節電キャンペーンの副作用論優 文秀 賞

■広田 真一ゼミ　グループ4名
元田 就士、栁 千晴、
山口 宙、山口 真由

■片山 東ゼミ　グループ5名
児玉 芳武、北山 天紀、坂元 晃大、
田中 悠斗、ヤン ユンクアン
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GVC における産業の高度化が賃金に与える影響佳 作

 執筆動機

私たちの所属する横田ゼミでは、国際貿易

について研究しています。ゼミ活動の中で、

懸賞論文で入賞することを目標にグループ研

究を行うことにしました。

私たちはニュースや最近のトレンドから賃金

を軸にしたテーマを選定することにし、賃金

と結びつきの強い、グローバル市場における

分業による各国の結びつきに着目しました。

特に産業の高度化と賃金についての先行論文

に興味を持ち、より様々な視点から仮説を立

てることで本研究に辿り着きました。

 論文の内容

「グローバル・バリューチェーンにおける産業の

高度化が賃金に与える影響」について、産業別およ

び経済変動下の賃金変化に着目して研究しました。

国際的な分業が進みグローバル・バリューチ

ェーン （以下GVC） が拡大する中で、生産工程

がより上流へ特化していくことを産業の高度化

と定義しています。このGVCにおける高度化の

指標を用いて、OECD から取得した45か国 25

年間のパネルデータを分析した結果、GVC下

における上流への特化は第二次産業、第三次

産業においては賃金を上昇させる一方、第一次

産業においては賃金を低下させることが分かり

ました。また、不況下においては第二次産業

では賃金上昇率を下げ、第三次産業では賃金

上昇率を上げることが明らかになりました。

 執筆にあたってのエピソード

研究の中でも、特にデータの収集・分析段

階において非常に苦労しました。途中で膨大な

データを1から作成し直したり、なかなか有意

な結果をだすことができず頓挫しかけたりする

こともありました。そんな中でも、横田先生や

ゼミの先輩方、社会人の先輩方までたくさんア

ドバイスを頂いたことで、無事論文を完成する

ことができました。この場を借りてお礼を申し

上げます。本当にありがとうございました！

 後輩の皆さんへのメッセージ

論文の完成には時間がかかり大変でした

が、メンバーと協力することで何とか完成させ

ることが出来ました。この経験を通して、グ

ループの力の大きさを実感しました。データ

分析が得意なメンバーもいれば、数学的感性

からモデル式を考えることが得意なメンバー

もおり、自分が苦手な領域においてメンバー

が助け合い力を合わせることで、自分一人で

はできないことを達成することが出来ました。

懸賞論文に取り組むことは大変ですし忙し

くなるのは確かですが、それ以上に得るもの

がとても大きかったです。是非、トライしてみ

てください。

研究開発型スタートアップにおけるアイデンティティの形成プロセス佳 作

 執筆動機

私の所属する井上ゼミでは、最後の卒業研

究として4年生は懸賞論文入賞を目指して活動

しています。そんな井上ゼミは10年以上連続

で懸賞論文に入賞しており、昨年は同期が 3

年生で入賞しました。結果にこだわるゼミだ

からこそ、4年生としてしっかり結果を出した

いと思い、懸賞論文に挑むことにしました。

 論文の内容

私達は、「研究開発型スタートアップにおける

アイデンティティの形成プロセス」というテー

マで研究を行いました。設立して間もないス

タートアップにとっては、正当性の獲得が非常

に重要で、その手段の一つにアイデンティティ

があります。その為、いかに有効なアイデンテ

ィティを形成するかがスタートアップにとって

は重要であることからこのテーマに着目しまし

た。本研究では、研究開発型スタートアップ

に焦点を当て、成長段階ごとのアイデンティテ

ィ形成の変遷を分析しました。分析にあたり、

使用する 4社の創業から今までのニュース等

の2次情報やインタビューデータをコーディン

グしました。結果として、「探索型」と「深化型」

のアイデンティティ形成のプロセスがあり、事

業の特色によって異なる不確実性がアイデン

ティティの形成プロセスに影響を与えるのでは

ないかと考察しました。

 執筆にあたってのエピソード

私達は4社の企業を用いた定性研究を行い

ました。苦労した点はたくさんあるのですが、

特にデータの収集とコーディングに苦戦しまし

た。データの収集では、上記にも記したよう

に創業から今までのニュースやプレスリリース、

新聞等、あらゆる2次情報を一元にまとめまし

た。これは、多い企業ではスライド100枚を

超え見ても出てくる情報を集めるのは手間が

かかりました。分析では、集めた情報を全て

手作業でコーディングしました。2人で研究を

行っていたことから分担ではなく、1人1人が

独立して行い、後に照らし合わせ意見が違う

部分は話し合うことをしました。1日中家に篭

りコーディングをしたことは大変でした。

 後輩の皆さんへのメッセージ

大学生は時間の使い方が自由ですが、学生

の最後に「これを学んだ！」といえるものが欲し

いと思い井上ゼミでの活動に励みました。そ

の集大成としての懸賞論文でしたが、やって

良かった、貴重な経験ができたと思っていま

す。論文を書くにあたって読んだ多くの英語論

文、執筆にあたりいかにわかりやすく伝えるか

を工夫した構成など、全ての経験が自分を成

長させてくれました。ぜひ皆さんも挑戦してみ

てください。応援しています。

■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

■横田  一彦ゼミ　グループ5名
浅井 菜々子、春日井 明夢、
近藤 はるな、守下 真里子、
森久 和音

■井上 達彦ゼミ　グループ 2名
根岸 奈愛、中村 涼楓
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適切な人材配置戦略がデジタル化効果に与える影響佳 作

インドネシアの貧困に ICT が与える影響佳 作

 執筆動機

私が懸賞論文を執筆しようと思った最初の

動機は、純粋な好奇心でした。特に「DX（デジ

タルトランスフォーメーション）の効果」という

テーマは、現代の企業戦略において非常に重

要な問題であり、私が特に興味を持っている

分野です。このテーマを深く掘り下げることで、

新しい知見を得たいという思いが強かったの

です。さらに、この研究を通じて実践的なビ

ジネスの理解を深めることも目指していました。

 論文の内容

論文の内容としては、DXを実施する際に人

員戦略を伴うことで企業価値に与える影響を

検証しました。この研究では、重回帰分析を

行い、過去七年間のデータに基づいて分析を

行いました。その結果、人員戦略を行うほど

DXの企業価値に対する効果がさらに向上する

ことを立証することができました。

 執筆にあたってのエピソード

執筆過程ではいくつかの困難に直面しまし

た。特に、DXに関連する非財務情報の収集

は非常に困難でした。企業が公表する情報の

多くは財務情報が中心であり、私が必要とし

ていた非財務情報はなかなか手に入らず、多

くの時間と労力を要しました。さらに、回帰

モデルを構築する過程での統計的な課題も大

きな挑戦でした。特に、モデルの偏りを減ら

すための方法や、サンプルセレクションバイア

スを避けるための戦略に頭を悩ませたことは

数知れません。これらの統計的な問題を完全

に解決することは結局できず、大きな心残り

となっています。

 後輩の皆さんへのメッセージ

後輩たちへのメッセージとしては、「自分の本

当に興味がある分野でなければ、研究に没頭

することは難しい」ということを伝えたいです。

研究テーマを選ぶ際には、やりやすさだけで

なく、本当に心から興味を持てる分野を選ぶ

ことが重要です。それが、長期間にわたる研

究活動を継続するための鍵となるでしょう。

興味のある分野について研究するのは結構楽

しいです。そのような研究に出会えると、面倒

な作業や仮説を考える時間も意外と苦痛じゃ

なくなってきます。そのようなワクワクする研

究テーマに皆さんも出会えることを祈っており

ます。

 執筆動機

横田ゼミでは毎年海外研修が行われてお

り、私たちは発展途上国であるインドネシア

の経済や産業を学ぶために9日間のインドネシ

ア研修へ行きました。その際に貧富の差を真

の当たりにし、貧困改善を一つの大きなテー

マとして研究を進めることに決めました。産業

構造やインフラなど様々な要因を挙げていく

中で、2017年からインドネシアで「100 Smart 

Cities」計画が行われていると知り、私たちは

特にICTが貧困改善へもたらす影響に目を付け

ました。また、ICTと貧困の関係性を示した論

文の中では、ICTの導入による貧困改善効果を

都市部と農村部のそれぞれで分析・比較した

論文は無いため、本研究を行うことで先行研

究では得られない画期的な研究結果を得られ

ると考えました。 

 論文の内容

ICTの普及が発展途上国であるインドネシア

の貧困にどう影響するかについて研究しまし

た。今回の研究では、インドネシア 32州をそ

れぞれ都市と農村に分けた 2009-2022年の14

年分のパネルデータを作成し、インターネット

利用率のデータを用いて回帰分析を行いまし

た。結論として、ICT普及率の上昇が貧困率を

改善するという結果が得られ、インターネット

利用率はラグをとるにつれて貧困改善への効

果が大きくなることが分かりました。また、都

市と比較して農村ではICTが貧困に与える影響

が相対的に大きいことも明らかになりました。 

 執筆にあたってのエピソード

研究対象の国を発展途上国に設定したこと

で、データの収集には大変苦戦しました。時

にはデータ不足から研究の方向性を大幅に変

えなければいけないこともあり、常に時間に

追われていたと思います。ただ、何度もインド

ネシア語で書かれた文書を集めていくうちに、

次第に日本語で翻訳せずとも、頻出の単語の

意味を理解できるようになったメンバーもお

り、データ収集の効率は次第に上がっていき

ました。 

 後輩の皆さんへのメッセージ

論文の執筆は壁にぶつかることの連続です。

私たちも幾度となく諦めそうになりましたが、

先生や先輩方を始めとする周囲の方々の支え

があり、最後までやり遂げることができまし

た。また、仲間と密接に関わり一つの大きな

目標を達成することで、これまでになかった

絆が生まれるはずです。学生時代の今しか経

験することのできない素晴らしい体験を、皆

さんも是非味わってみてください。

■横田  一彦ゼミ　グループ5名
奥秋 智司、小牧 優衣、小森 彩乃、
佐藤 祐斉、長澤 桜生

■
大
鹿 

智
基
ゼ
ミ

佐
々
木 

敦
志
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取締役会の多様性と企業価値の関係佳 作

 執筆動機

企業において、ガバナンスの強化と企業価

値の向上がどのように関係しているのか興味

を持ち、テーマを設定しました。ガバナンス

を強化するということは、経営における制約

を増やすことであるといえるため、先述の2つ

の要素は両立が困難なのではないかと考えて

いました。しかし、もしこの両者が両立して

いることを示すことができれば、近年機運が

高まっているガバナンス改革をより一層推し進

めることができるのではないかと思い、分析

を試みました。

 論文の内容

取締役の年齢や性別などといった多様性の

指標が上昇すると、それに応じてROAやトー

ビンのQといった指標がどのように変化するの

か、重回帰分析を用いて定量的に分析しまし

た。分析では日経 225とTOPIXSmallをそれぞ

れ分析対象とし、企業規模による影響の差異

についても考察しました。分析の結果、各人

が持つ経験やスキルといったタスク型のダイバ

ーシティが豊かであるほど、ROAやトービンの

Qが上昇する傾向にあることがわかりました。

またガバナンス改革の転機となった 2015年の

コーポレートガバナンスコードの制定前後で、

両指標の関係がどのように変化したかについ

ても差分の差分法（DID）を用いて分析しました。

 執筆にあたってのエピソード

それぞれの指標や変数についての定義を明

確にすることに非常に苦慮しました。「専門家」

とはどのような経歴を持つ人のことを指すか、

「ばらつきが大きい」とはどのくらいの数値を

超えたものなのかといったものについて、い

かに説得力のある根拠を持って定義づけるこ

とができるか時間をかけて考えました。

また、DIDによる分析を行った際に思うよう

な結果が得られず、変数を何度も調整しまし

た。執筆終盤は提出締切の最終日まで常に時

間との戦いでしたが、先生方や院生の方々に

手厚くサポートして頂いたおかげで無事書き上

げることができました。本当にありがとうござ

いました。

 後輩の皆さんへのメッセージ

余裕のあるスケジュールを立てることが何よ

りも重要だと思いました。私たちの論文は年

末年始の頃まではとても懸賞論文に出せるよ

うなクオリティではなく、最後の数日間はほぼ

フル稼働してやっとのことで完成させることが

できました。一度完成したと思っても修正点

は無限に出てくるので、担当教員の方にチェッ

クしてもらうタイミングを何度も設定しておく

のもポイントだと思います。執筆はとても大変

ですが、最終版を提出した時の達成感はなか

なか味わえるものではありません！　後輩の

皆さんも頑張ってください！

国際観光需要の決定因佳 作

 執筆動機

私たちが所属する横田ゼミは、国際貿易に

ついて研究を行っているゼミです。毎年 3年生

がグループ研究を行い、懸賞論文での入賞を

目指しています。

私たちのグループでは、国際観光に焦点を

当てた研究を行いました。コロナ禍が明け、

再び観光が成長産業として注目されているこ

とから、その需要の決定因を実証分析するこ

との意義を感じ、本研究を行いました。

 論文の内容

国際観光に影響を与える要因の中でもテ

ロ、世界遺産、汚職に着目し、200の国と地

域のデータを基に研究を行いました。先行研

究の多くは固定効果モデルを用いた分析が主

流でした。しかしより正確な研究結果を導き

だすために、本研究では構造グラビティモデ

ルも使用し、様々なモデルで実証分析を行う

ことでこれまでの研究との差別化を図りまし

た。結果的に、テロや世界遺産の数は観光産

業輸出額に影響を与えることはなく、旅行先

の国の政治健全度のみが正の影響を与えると

いう結果を明らかにしました。

 執筆にあたってのエピソード

より正確な研究結果を導き出すため、200

か国 6年 39,800ペアのパネルデータを用いた

のですが、そのデータを集めるのに膨大な時

間を要しました。エクセルシートにひたすらデ

ータをコピーし続けた、あの魔の時間は忘れ

られません。人数が少ない中、締め切りギリ

ギリまで推敲を重ね、無事に提出を終えられ

た経験は今となってはいい思い出です。

最後に、なかなか有意な結果が出ない中で

もより良い方法を一緒に考えてくださった横田

先生や、たくさんのアドバイスをくださったゼ

ミの先輩方に、この場を借りてお礼を申し上

げます。改めて本当にありがとうございました！

 後輩の皆さんへのメッセージ

論文を執筆するうえで、様々な困難に直面

することもあるかと思います。実際、私たちも

そうでしたが第一に言えることは計画的に研

究を進め、論文を書き上げることが何よりも

大切だということです。締め切り当日まで執筆

することで、先生や先輩方に多大なる迷惑を

かけないようにしましょう。ゆとりを持った研

究が、有意義な結果を産み出します。

この研究期間を経て、仲間と共に一つの目標に

向かって努力することの素晴らしさを感じること

が出来ました。皆さんもぜひ挑戦してみてください。

■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

■宮島 英昭ゼミ　グループ4名
菊地 達仁、田邉 凌、
林 康仁、藪内 藤矢

■横田  一彦ゼミ　グループ 3名
楢崎 香織、大久保 有彩、
大谷 哲平
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■ ■ ■ ■ ■ 学 術 情 報 検 索

卒業論文やレポートを執筆する際には、

先行研究や、企業のデータなど幅広い情

報を収集しなければなりません。早稲田

大学では、たくさんの有益なデータベー

スが利用できることをご存知でしょうか。

大学ホームページの「データ集」から「学術

情報検索」（https://waseda-jp.libguides.

com/imas）を クリックしてくだ さ い。

「WINE」では、早稲田大学図書館の所蔵

資料や電子資料を検索できます。「データ

ベースを探す」では、大学が契約している

データベースやツールを探すことができま

す。まずは、「おすすめのデータベース」か

ら選択して、使ってみましょう。以下に、

よく使われるデータベースを表にまとめて、

ご紹介します。

データベースはルールを守ってご利用く

ださい。学術情報検索＞メニュー＞「電子

資料の利用上の注意」をお読みください。

情報の種類 データベース

所蔵資料・
電子資料

日本語／
外国語

WINE
早稲田大学図書館の所蔵資料や電子資料に加え、「論文・記事」の検索もできます。
検索結果から大学契約データベースのコンテンツにアクセスできる場合もあります。

論文 日本語
CiNii Research

国内の学術雑誌の論文等の文献検索ツール。機関リポジトリ等の研究データや研究プ
ロジェクト情報などを含めて横断検索することができます。

早稲田大学リポジトリ
本学の研究者等が作成した学術論文、学位論文、紀要論文、ワーキングペーパー、会
議録等の学術情報を保存・公開しています。

雑誌・
新聞記事

日本語

日経テレコン 21 日本経済新聞社が提供する記事、企業、人事情報の検索と閲覧ができます。

経葉デジタルライブラリ
「週刊ダイヤモンド」（1913 〜 2018）、「DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー」（1976

〜 2016）、「週刊エコノミスト」（1960 〜 1979）の全文記事を PDF で閲覧できます。

日経 BP 記事検索サービス
日経 BP 社が発行する雑誌のバックナンバー記事を閲覧できます。
※短時間に大量に閲覧しないでください。

東洋経済デジタルコンテンツ・
ライブラリー

「週刊東洋経済」「会社四季報」など東洋経済新報社刊行の雑誌・企業情報誌の記事を
閲覧できます。

ジャパンナレッジ Lib
事典や辞書を中心とした総合データベース。「日本統計年鑑」「週刊エコノミスト」「現
代用語の基礎知識」ほか、多数のコンテンツを提供しています。

外国語
EBSCO Business Source Premier 経済・経営・ビジネス関連の書誌データと全文データが含まれています。

ABI/INFORM Collection ビジネス・経営・財務・貿易等の関連分野をカバーする全文雑誌・新聞データベースです。

企業情報

日本語

日経バリューサーチ 国内上場全社および非上場企業の情報を含む、企業・業界分析ツールです。

日経 NEEDS-FinancialQUEST
企業財務、株式・債券、マクロ経済、産業統計などの経済データを検索、ダウンロー
ド可能です。

eol 日本企業の有価証券報告書の原文データおよび財務諸表などの数値データを含みます。

外国語
OSIRIS 全世界の上場会社の財務情報を提供する包括的なデータベースです。

ProQuest Historical Annual Reports 800 社以上の北米主要企業の年次報告書 (1844 〜 2008) 。

幅広い情報を活用するために
データベースの検索の仕方

すでに出版されている書籍、論文、雑誌

などから理論や統計資料などを引用する場

合、ルールに則らないと、著作権上の問題

が発生する可能性があります。

文化庁のHPによると、引用として認めら

れるためには、（1）他人の著作物を引用する

必然性があること、（2）かぎ括弧をつけるな

ど、自分の著作物と引用部分とが区別され

ていること、（3）自分の著作物と引用する著

作物との主従関係が明確であること（自分

の著作物が主体）、（4）出所の明示がなされ

ていること、に注意しなくてはなりません。

本学では、レポート等での不正行為をし

た場合、委員会にて審議の上、退学または

当該科目を含む履修中の全科目の単位を不

可（F）とし、無期停学に付されます。また、

2012年度より教員向けに「レポート類似度

判定機能」が導入され、不正なコピー＆ペー

ストがされていないかどうかチェックが可能

になりました。レポートの執筆には常に厳

粛な態度で臨み、慎重に取り組みましょう。
●参考HP

文化庁ホームページ

（https://www.bunka.go.jp/index.html）

剽 窃 に 関 す る 注 意
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寄附講座・提携講座等とは
　民間企業など大学外部の組織から、寄附された資金や人材をもとに実施される授業です。商学部では日本を代表する
企業や、各業界でトップとして活躍している方々による「ビジネス界の今」を伝える講座を開講しています。

■ ■ ■ ■ ■ 2 0 2 4 年 度 秋 学 期 寄 附 講 座 ・ 提 携 講 座 等

本 講座はオムニバス形式の企業人派遣講座であり、今年度

も「変化に対応する日本企業」という科目名で開催されま

す。日本企業をとりまく環境は、少子高齢化、グローバリゼーシ

ョンの進展、ICT技術の急速な発展、政府の財政状況の悪化、

中東・欧州・東アジア等における経済状況の急変などにより大き

く変化し、旧来のビジネスモデルは修正を余儀なくされています。

この講義では、経済の最前線で活躍されている方々をお招きして、

日本企業がこれらの環境変化に対し、どのように対処しているか

を直接お話しいただきます。真摯かつ熱心な聴講を期待します。

専門教育科目2単位　木曜日・3時限目
コーディネータ：久保 克行（商学学術院 教授）

変化に対応する日本企業 
一般財団法人経済広報センター提携講座

早 稲田大学校友等起業家有志の協力により実施する起業

家志望の学生を対象とした講座で起業家養成講座Ⅰの応

用講座です。講義を通じて、事業立案、資金調達、マーケティング、

事業運営、IT戦略　等、起業に必要な知識の基礎を学ぶことを

目的とします。

　具体的には、本学ＯＢの起業家・経営者をゲストスピーカーと

して招いた講演によるケース提示とします。発言の機会を設け成

績に反映させるインタラクティブな講座です。積極的な履修を望

みます。

専門教育科目2単位　火曜日・5時限目
コーディネータ： 高瀬 浩一（商学学術院 教授） 

村元 康（商学学術院 客員教授）

起業家養成講座Ⅱ
早稲田大学校友等起業家有志提携講座

わが国のリース産業は、企業・官公庁の設備投資に貢献し、

グローバルなビジネスとして航空機リースなど世界各国で

リース事業を展開してます。

　創業間もないベンチャー企業を支援したり、リース事業を基盤

として、地域経済の活性化に貢献する事業、再生可能エネルギ

ー関連事業など多方面に事業を展開しています。

　リースの基本的概念を習得することにとどまらず、企業・官公

庁が抱える課題を理解し、その解決策を受講生自らが考察する

ことにより、今後の学生生活で何を学ぶべきか、将来の進路を

探る良い機会になると確信します。

専門教育科目2単位 　火曜日・3時限目
コーディネータ： 新井 剛 （商学学術院 教授）

サステナブルな社会を創るリース
公益社団法人リース事業協会寄附講座

ビ ジネスの様々な分野で、「価値」をいかにして生み出したら

よいのかという課題が取り上げられるようになっていま

す。製造業者であれば生産活動を通じて価値を生み出すことが

できるし、流通業者であれば適切な商品を仕入れ、適切な陳列

を行うことで価値は生み出せます。しかし近年、そうした製造業

者と流通業者という単純な構図では説明しきれない状況が生じ

ています。流通業者が生産活動に足を踏み入れたり、製造業者

が流通活動に乗り出したり、さらに製造業者と流通業者が協力

し合い、新しいタイプのビジネス活動で「価値」の共創を試みて

います。ユーザーを巻き込んだ価値創造も試みられています。

　本講座では、流通大手である株式会社カインズの協力のもと、

「価値創造のマーケティング」という点で先進的な取り組みをして

いる企業の経営幹部をお呼びして、マーケティング戦略の視点で

講義していただきます。マーケティング論や経営学について学ん

できた学生諸君は、理論や枠組みが実務においてどのように生

かされているのかが理解できます。

専門教育科目2単位　木曜日・2時限目
コーディネータ：恩藏 直人（商学学術院 教授）

デジタルと企業経営
株式会社カインズ寄附講座
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ファミリーによって所有・経営されている企業は、世界の企

業数の約70%を占め、主要産業国におけるファミリービジ

ネスのGNPに対する貢献度は40 〜 60％と言われています。例え

ば米国では新たな雇用創出の78%がファミリービジネスによるも

のであると共に 59%の雇用、49%の国内生産を生み出している

との研究があります。日本では約 95%の企業がファミリービジネ

スであり、100年以上続く企業の数では、世界一位の長寿企業

大国です。

　ファミリービジネスは伝統の継承という制約の中で経営者が

各々知の探索と深化により何世代も事業を継続しています。この

ような意味でファミリービジネス研究はある意味、長寿企業の研

究でもあります。一方でファミリービジネスには非効率、閉鎖的、

小規模、ガバナンスが甘い、といったマイナスの印象や後継者不

在問題が大きな課題となっています。

　厳しい状況の下で存続、発展をしているファミリービジネス企

業はどのような戦略を取っているのか、この授業ではファミリー

ビジネスの経営、ガバナンス、事業承継に関し一般企業とは異

なる様々な特徴を学ぶとともに、著名なファミリービジネス経営

者の口から直接語られる経営の本質と事例を学ぶ機会を提供し

ます。

専門教育科目2単位　木曜日・4時限目
コーディネータ：梁取 美夫（商学学術院 教授）

ファミリービジネス（Succession・Governance・Management）
FBN 寄附講座

本 講座は、商学部で春学期に開講する次の寄附講座を受

けて、発展的にアントレプレナーシップや起業およびスタ

ートアップ(ベンチャー)について、初歩から体系的に学ぶ一連の

プログラムです。

　将来、イノベーションを創出する起業家を目指す学生に必要な

学びのひとつとして、理工系と文系の学生たちの連携等がありま

す。例えば、チームを作りながら自身たちの将来のビジョンに向

かって勉強や体験を共有しながら、創出していく場が重要です。

　本講座は、過去、商学部で長年、開講してきた「起業家養成

講座Ⅰ」および「起業家養成講座Ⅱ」の流れを取り入れながら、寄

附者のＶＣ（ベンチャー・キャピタル）の多大なご支援を受けて開

講します。

　理工系学生は、実験・実習の必修科目の時限帯に「起業家養

成講座Ⅰ」および「起業家養成講座Ⅱ」を開講しているため、履修

が困難でした。そこで、2024年度から、本寄附講座を水曜日の

6時限に開講することにより、科学・技術を学ぶ理工系の学生に

も、１、２年生の早い時期から、将来の社会問題解決に向けて、

自身のビジョンやパーパスの目的を持ちながら学んでもらうプラ

ットフォームを目指します。

専門教育科目2単位　水曜日・6時限目
コーディネータ： 井上 達彦（商学学術院 教授） 

村元 康（商学学術院 客員教授）

起業論（文理融合）
グロービス・キャピタル・パートナーズ寄附講座
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■ ■ ■ ■ ■ 海 外 留 学

Q. 留学しても 4年間で卒業できますか？

Ａ.  留学先で履修した科目を単位認定し、留学期間を在学期

間に算入することで4年間での卒業が可能です。留学プ

ログラムや留学先によって、留学期間中の学籍状態や取得可能単

位数が異なります。事前に十分調べた上で留学をご検討ください。

Q. 単位認定はどのように行われますか？

Ａ.  帰国後に各科目のシラバス、成績証明書、アカデミック

カレンダー、時間割、単位認定届を提出し、申請しても

らいます。各科目の授業内容および授業時間によって科目区分と

単位数が決定されます。認定上限単位数は1年間 40単位（半期 20

単位）です※。認定単位数は、次のうち最も適切な方法で認定し

ます。①1.67ECTS=早稲田１単位　②授業時間 585分（語学の場

合は1,170分）=早稲田１単位　③学修時間（授業＋求められる自習

時間）45時間=早稲田1単位。

※ 複数の期間で修得した単位を認定した場合、卒業必要単位として算
入できる認定単位数の上限を 60単位と定めています。そのため、既
に単位認定を受けた方については、留学中に修得した単位の認定単
位数の上限が異なります。詳細は商学部の手引きを確認してください。

Q. 留学してもゼミは履修できますか？

Ａ. 2年生の秋学期から留学する場合、書類提出日および選

考日に日本にいない可能性が高いです。その場合でもゼ

ミに応募する事は可能ですが、出発前に必ず希望ゼミ教員に選

考についてご相談ください。二次・三次選考の応募に関する詳

細は事務所にお問い合わせください。また、3年生以降の留学で

所属ゼミに出席できない場合も事前

に担当教員にご相談ください。

提供元 プログラム名 内容
出願時期※

春 秋

留学
センター

交換留学プログラム（大学間） 派遣先大学の通常カリキュラムを履修するプログラムです。現地の学生
とともに授業を受けるため、比較的高い語学力が求められます。

5月 10月

ダブルディグリープログラム
海 外 の 名門 校 に留学し、 所 定の 要 件 を満たせば、 本 学 を卒 業 す
る際 に 本 学 の 学 位と派 遣 先 大 学 の 学 位を両 方 取 得することが出
来るプログラムです。高度な語学力が求められます。

5月 10月

CSプログラム

早稲田大学の学生のために開発されたプログラムです。
CS-LプログラムとCS-Rプログラムに分かれており、前者は語学力向上の
サポートが数多くあるプログラム、後者は留学先大学においてある程度
自由に科目を履修できるプログラムになっています。

5月 10月

短期プログラム 夏季・春季の休暇を利用して留学するプログラムです。長期留学へ向け
ての力試しとしても利用できます。

5月
（夏季）

11月
（春季）

商学部 交換留学プログラム（箇所間）
商学部生のみが応募できる交換留学プログラムです。派遣先はビジネス
分野で世界トップクラスの大学となっており、派遣先大学の学生と一緒
に現地のビジネスについて学ぶことができます。

8月 2月

− 私費留学 早稲田大学の提供するプログラムに希望の留学先がない場合、自分で
留学先を探して留学することになります。

大学・プログラムに
より異なる

留学プログラムのご案内
留学プログラムには、大きく分けて全早大生が応募できる大学間協定プログラムと、商学部

生のみ応募できる箇所間協定プログラムがあります。ここでは、プログラム等の説明の他に、
商学部生による留学体験談をご紹介します。準備段階から現地での生活、授業、仲間・友人
作りなどの体験談は、これから留学を考えている皆さんにとって、きっと参考になることでしょう。

※日程の詳細については、留学センター HPまたは商学部HPをご確認ください。また、今後の状況によって、出願時期が変更となる可能性があります。

早稲田大学の派遣留学プログラム

「留学」に関するＱ＆Ａ ”よくある質問”
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　私は2年生の秋学期から1年間、商学部の箇

所間留学プログラムを通じて、カナダのトロン

ト大学に交換留学しました。留学を決意した際、

私が最も期待していたのは、英語環境でのコ

ミュニケーション能力の向上と、先進的なプロ

グラミング技術およびデータ解析スキルの習得

でした。

　トロント大学ロットマン商学部では、ビジネ

スの様々な分野に特化したプログラムを提供し

ており、学生が自分の興味やキャリアの目標に

合わせて学べる環境が整っています。私は「Data 

Science in Management」を専攻し、この分野

での深い知識と技術を身につけることができま

した。この専攻では、R言語を使用した機械学

習、SQLでのデータベース構築と管理、Python

でのデータ可視化、自然言語処理、そしてビッ

グデータに関する授業を受けました。これらの

技術的なスキルを駆使して、データ駆動型のビ

ジネス決定を行う方法を学びました。また、ビ

ジネス戦略に特化した授業では、実際の企業

のケーススタディをもとに、現状分析と改善策

を提案するプロジェクトに取り組みました。こ

れにより、理論だけでなく実践的なスキルも身

につけることができたのです。

　トロント大学ではグループワークが重要な要

素となっています。ほとんどの授業で、プログ

ラミングの課題やプレゼンテーションがグルー

プで行われました。これにより、異文化の学生

たちと協力することで、異なる視点を学び、コ

ミュニケーション能力を大いに伸ばすことがで

きました。また、チームでの作業はリーダーシ

ップのスキルも鍛えられ、自分の能力をさらに

向上させる良い機会となりました。

　学問的な成長だけでなく、課外活動にも

積 極 的 に 参 加 し まし た。 特 に「Language 

Exchange」サークルには積極的に参加し、英語

だけでなく、他の言語にも触れる機会を持ちま

した。サークルでは、毎週異なるテーマでディ

スカッションを行い、自然と語学力が向上して

いくのを感じることができました。さらに、ハ

ロウィンやクリスマス、学期末には特別なパー

ティが開催され、学生たちが一堂に会して楽し

む時間も多くありました。これらのイベントは、

留学生活のストレスを解消し、友情を深める素

晴らしい機会でした。

　このように、トロント大学での1年間は、学

問的な面でも、文化的な面でも、人間関係の

面でも、私の人生において忘れられない貴重

な時間となりました。留学は単に学ぶだけの場

ではなく、自己成長の場であり、新たな世界を

発見する旅でもあります。私の経験が、これか

ら留学を考えている人々にとって、少しでも参

考になれば幸いです。

■ 商学部 3年

トー カキ
国際舞台で磨かれた専門知識

留学先大学名 カナダ・トロント大学（箇所間協定）

私は 2年秋学期の１学期間、商学部の箇

所間留学プログラムを利用し、フィンランド・

ハンケン経済大学に留学しました。同校は

首都ヘルシンキにある北欧最古のビジネス

スクールの１つであり、現地の学生をはじめ、

世界各国から留学生が集まります。

私は日本とは全く異なる北欧の経営体制

や組織運営を現地で学びたい、世界幸福度

ランキング第１位のフィンランドに身を置い

てみたい、という２つの理由から同校に留

学することを決めました。

大学では主に北欧企業の組織運営と国

際マーケティングの授業を履修しました。

この２つの授業では講義以外にグループデ

ィスカッションやプレゼンテーション、論文

や参考資料をもとにした課題があり、それ

まで英語で専門的な勉強をする機会はなか

ったため授業開始当初は授業方式の違いや

英語での討論・専門的内容の論文読解の難

しさに困惑し、授業についていき、自発的

に発言することに難しさを感じました。し

かし、これから国際社会のよりハイレベル

な世界で活躍したい、限られた留学先での

学びを最大限に活用したい、という思いか

ら時間を十分にかけて丁寧に課題に取り組

むことでできるだけ多くの知識をインプット

し、積極的にディスカッションに参加するこ

とで意識的にアウトプットするよう心がけま

した。また、ほかにも地域社会貢献の授業

も履修し、自由度の高い授業であったため、

グループでの老人施設訪問活動のほかに観

光案内を自主的に行ったり、現地の人と文

化交流をしたりし、授業を通じて異文化理

解をしながら日本の良さを広めました。

さらに、留学生向けのイベントに参加し

てフィンランド国内の北極圏に行ったり、多

くの国の多様な文化や慣習に触れることで

自身の見聞を広めたいという思いからフィン

ランドのほかに６か国へ旅行をしたりしまし

た。主に現地でできた友達と行くことが多

かったのですが、もともと海外で一人旅を

してみたいと考えていたため、イギリスとフ

ランスには一人旅にも挑戦しました。特に

フランスの郊外では英語が通じないことも

多く、バスの停留所がわからないときにコ

ミュニケーションが取れなかったのですが、

現地の人が何とか意思疎通を図ってくれよ

うとしてくれ、海外で人の温かみを感じると

ともに、一人でもなるようになるという気付

きを得られました。

留学全体を通して、異なる価値観や文化

を享受することの大切さを感じるとともに、

自発的に様々なことにチャレンジすることで

見えてくる世界があるのだということを実感

しました。実際、多くの新しいことに飛び込

んだことで自信にもつながり、これは今後社

会に出たときにも役立つと信じています。

最後に、留学をするとなると漠然とした

不安からためらってしまう方も多いと思いま

すが、留学を通して何か必ず得られるもの

があり、それは今後の人生の選択肢を広げ

てくれます。商学部の箇所間留学はグロー

バルな環境で１人の国際人として日々刺激

を受けながら学ぶことができます。迷って

いるならとりあえずチャレンジしてみよう精

神で応募してみてください！

■  商学部 3年

鎌田 祐輔
チャレンジにあふれた留学

留学先大学名 フィンランド・ハンケン経済大学（箇所間協定）

REPORT  1

REPORT  2
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■ ■ ■ ■ ■ 学 生 生 活 ・ 進 路

  就職活動を振り返って

私は 2023年卒の社会人 2年目で、日系大手

メーカーで人事として働いています。まずは就

職活動の流れについて、私の経験を交えてご

紹介できればと思います。

まず一歩目を踏み出したのは 2年生の春休

みです。就活関連で耳にしたことがあった“SPI

“の 参 考書を買い、春 休 みで 1周してみて、

Webテストの存在と難易度を把握しました。

その後、本格的に動き出したのは 3年生の

5月です。この時期から企業の説明会や夏イン

ターンの応募受付が開始します。特に行きた

い業界が決まっていなかった私は、とにかく

幅広い業界に触れてみようと考え、多種多様

な企業の夏インターンに応募しました。

ES作成や面接を受ける中で、自分について

これまで深く考えてこなかったことに気がつき

ました。回答に納得感や深みを持たせる為に

行った自己分析では、自分を幼少期まで振り

返ってみたり、周囲の人にどう映っているかを

聞いてみたりすることで自己理解が深めること

ができた良い機会だったなと思います。

10月〜2月にかけては、本選考に向けての

準備期間でした。早期選考へ参加し、面接と

いう本番での感覚を忘れないようにしつつ、

再度自己分析やWebテストの勉強を行いまし

た。長い目で見た時にこの秋・冬の期間が比

較的時間を捻出しやすい時期であるため、こ

のタイミングで志望度の高い企業に対しては

OB/OG訪問を行うのも１つだと思います。

２〜３月から本選考が本格化します。私は

最後まで業界は絞り切らず、各業界で自分に

合っていそうと感じる企業に応募しました。

大学の先生、先輩、社会人の方々の話を聞

き、自分のやりたいことを実現できそうだと感

じた企業に最後は決めました。

こうして振り返ると、数を稼ぎ、経験値を

蓄積することを意識して動いた1年間だったの

かなと思います。

  皆さんは選ばれる側と同時に選ぶ側

第一に、就職活動は企業とのマッチングで

あると感じています。そのため、学生の皆さ

んは選考を受ける側であると同時に企業を選

ぶ側であることは、忘れがちですが改めて認

識しておくとよいと思います。

また、私は選考を受ける上で重要であるの

は再現性であると考えます。

何を成し遂げたか、結果の部分に目が行き

がちですが、どのような状況下で、どのような

行動をとったのか、何を想い行動を起こした

のか、そのような過程や想いの部分は社会人

でも学生でも不変的な部分だと思います。

よく面接で聞かれる“ガクチカ”もその点を測

っているのではないかと個人的に捉えていま

す。自身と同じ経験をしていない相手に、自

分の不変的な強みを入社後も発揮できる可能

性を感じさせられるよう、過去の経験を整理

し、論理的な伝え方を磨いておくのが大切だ

と思います。

長々と書きましたが、どのような企業であっ

ても、不合格通知が1通来るだけで不安な気持

ちになると思いますし、実際に私もそうでした。

就職活動は長期にわたるので、なかなか難

しいですが、一喜一憂せず、周囲と比較をし

すぎず、自分のペースを見つけながら取り組め

ると良いのかなと感じます。

皆さんの学生生活、その先の社会人生活が

彩りのあるものになることを祈っております。

頑張ってください。

   就職活動を振り返って

私はコンサルティング会社に勤める社会人

二年目です。就職活動をしていた際、就職活

動が中盤に差し掛かった秋頃に志望業界をコ

ンサルティング業界に変更しました。コンサ

ルティング業界志望の友人には志望企業から

内定を頂いている者もいるような状態での志

望業界の変更であり、とても焦ったことを覚え

ています。ここでは、特にかつての私のように

志望業界や志望企業がまだ不確定な方に向け

て、やってよかった点と反省点を発信させてい

ただきます。

まず、業界を問わず多くの企業にエントリー

したことはやってよかったと感じています。ES

を書いたり、面接官と話したり、その業界を

志望する学生と触れ合うことでその企業の魅

力に気づくこともあれば、業界の魅力を再確

認することもありました。特に志望業界や志

望企業が未確定なうちに多くの企業にエント

リーし、説明会、インターンシップなどに参加

したことが直接的にも間接的にも納得できる

就職先選びに繋がったように思います。

一方で、もっと早くから人に頼っても良かっ

たのではないかと反省しています。志望業界

を変えた際に、強い焦りから就活支援企業、

OBOGの方、大学のキャリアセンターなどの就

職を支援してもらえるような場所へ助けを求

めました。結果、多くの方に助けを求めたこ

とは正しかったと感じています。特にOBOGの

方との面談は企業選び、ES、面接のすべてに

良い影響がありました。自分では解決が難し

い課題にぶつかった際には、どんな段階であ

っても助けを求めるべきだったのではないか

と今となっては思います。

  後輩へのメッセージ

先に述べた二点に加えて過度に焦りすぎな

いようにすることで良い就職活動ができるの

ではないかと考えております。

私は志望業界が決まらない時や志望業界を

変えた時など焦りながら就職活動をしていた

期間が長かったです。焦ったことで精一杯就

職活動に集中できたことは良かったと思う反

面、追い詰められながら就職活動をしたのは

もったいなかったとも感じています。就職活

動は普段お話できないような方ともお話でき

る貴重な機会です。逆質問などの時間に就職

活動に必要なお話だけではなくキャリア形成

の糧とする心持ちで参加すると良いのではな

いでしょうか。

また、就職活動中の時間は自分について深

く考える絶好の機会でもありました。就職活

動を通して自分を知ったことは、社会人 2年目

の今も役立っていますし今後の人生でも役立

つものだと確信しています。焦ると就職にの

み目が向いてしまいがちかと思いますが、就

職だけではなく今後の人生を見据えて自己理

解を深めることが大切であろうと考えておりま

す。

これから就職活動をする、もしくは現在し

ている後輩の皆さんが就職活動の機会を最大

限活用できること、最終的には大学卒業後に

ついて納得のいく選択ができることを心から

祈っております。

就職活動 体 験 記

■ 商学部卒

円谷 颯介

■ 商学部卒

子安 結貴
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2023年度の進路状況について

早稲田大学学部全体の進路報告

者 8,391人の進路は、就職 5,903 人

（70.4%）、進学1,822人（21.7%）、 資

格試験受験 188人（2.2%）、その他 

478人（5.7%）でした。 

商学部の進路報告者 842人の進

路 は、 就 職 739人（87.8%）、 進 学

46人（5.5%）、資格試験受験人 24人

（2.8%）、その他 33人（3.9%）となっ 

ています。

就 職 先 の 企 業・団 体 は 408件

となり、業 種 別では金融 が最も

多く23.4%、以下、専門サー ビス

19.8%、情報通信 19.7%、メーカー

14.7%、商業 5.9%の順となっ てい

ます。 

主な就職先は★表 2に示したと 

おりです

キャリアセンターについて

キャリアセンターでは就職支援を

はじめ、全学年の学生を対象とした

「みらい設計」支援を行っています。

大学での過ごし方や将来の進路を

考えるイベントやセミナーも開催し

ています。詳細はキャリアセンター

ホームページをご覧ください。

https://www.waseda.jp/inst/career/

2023年度進路状況　〜キャリアセンターより〜
商学部の卒業生は408企業・団体で活躍！

企業・団体名 合計（人） 男（人） 女（人）

㈱ベイカレント・コンサルティング 17 17 0

EY新日本有限責任監査法人 14 9 5

東京海上日動火災保険㈱ 13 4 9

㈱NTTデータグループ 13 5 8

明治安田生命保険（相） 12 8 4

㈱みずほフィナンシャルグループ 11 7 4

大和証券㈱ 10 8 2

日本電気（ＮＥＣ）㈱ 9 4 5

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱ 9 5 4

有限責任あずさ監査法人 9 3 6

㈱三菱ＵＦＪ銀行 8 7 1

㈱三井住友銀行 7 4 3

SMBC日興証券㈱ 7 5 2

ソフトバンク㈱ 7 2 5

デロイトトーマツコンサルティング（同） 7 5 2

PwC Japan有限責任監査法人 7 4 3

日本アイ・ビー・エム（日本IBM）㈱ 6 1 5

りそなグループ 6 4 2

三井住友信託銀行㈱ 6 5 1

野村證券㈱ 6 6 0

アクセンチュア㈱ 6 4 2

アビームコンサルティング㈱ 6 3 3

EYストラテジー・アンド・コンサルティング㈱ 6 3 3

富士通㈱ 5 3 2

㈱日立製作所 5 2 3

㈱リクルート 5 5 0

東京都職員Ⅰ類 5 4 1

富士フイルム㈱ 4 3 1

㈱商工組合中央金庫 4 4 0

企業・団体名 合計（人） 男（人） 女（人）

オリックス㈱ 4 3 1

㈱ジェーシービー（JCB） 4 3 1

みずほ証券㈱ 4 3 1

日本航空㈱ 4 1 3

㈱NTTドコモ 4 2 2

㈱電通デジタル 4 3 1

楽天グループ㈱ 4 3 1

PwCコンサルティング（同） 4 4 0

有限責任監査法人トーマツ 4 1 3

㈱野村総合研究所 4 1 3

国家公務員一般職 4 3 1

日産自動車㈱ 3 2 1

住友商事㈱ 3 2 1

三井物産㈱ 3 1 2

日本生命保険（相） 3 1 2

三井住友海上火災保険㈱ 3 2 1

損害保険ジャパン㈱ 3 2 1

あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 3 1 2

東日本旅客鉄道（JR東日本）㈱ 3 2 1

日本通運㈱ 3 0 3

日本放送協会（NHK） 3 1 2

㈱バンダイナムコエンターテインメント 3 3 0

TIS㈱ 3 3 0

㈱インテージ 3 2 1

日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ㈱ 3 2 1

パーソルキャリア㈱ 3 1 2

SCSK㈱ 3 1 2

㈱オリエンタルランド 3 2 1

㈱ビズリーチ 3 3 0

★図1　2023年度　商学部就職先業種別割合

★表2　2023年度　商学部就職先（3人以上）

★表1　2023年度商学部卒業生の進路状況

金融 23.4%

専門
サービス
19.8%

メーカー
14.7%

情報通信
19.7%

マスコミ 4.4%

商業 5.9%

不動産・建設 2.6%

旅行・運輸 4.0%
公務員 2.8%

教育 0.4% 非営利 0.3%

エネルギー 1.2%
その他 0.7%
教員 0.1%進路報告者 842

就職 739 （87.8%）

進学 46 （5.5%）

資格試験 24 （2.9%）

その他 33 （3.9%）

キャリアセンター調べ（2024年 6月 1日現在）
Cスペース／キャリアセンター分室

（早稲田キャンパス 6号館 1階）

キャリアセンター（学生会館 3階）
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◆学部 4年に「＋1年間」で修士学位を取得できる
◆「留学」＝「延長生（5年生）」ではなく、「留学＋修士学位」で 

5年間の学生生活を送れる
◆学部からの継続指導で、研究成果を修士論文に結実させ

ることができる
◆1年間の在学で、大学院における学費が半額で済む
◆推薦入学者向け奨学金受給のチャンスがある
◆就職活動において、「早期修了」の商学系大学院出身者とし

てアピールできる

会計研究科の「学内 5年一貫修了制度入試」は、商学部 4年生のときに、当研究科が学部生に開放する科目（先取り科目）を 20単位以上
修得し、当研究科 1年次において修得した単位と合わせて合計 60単位以上を修得することにより、当研究科を早期修了する制度です。

5年一貫修了制度のメリット

①1セメスター終了時点で修了要件単位数 22単位以上修得済であること

② 2セメスター終了時点で修了要件単位数 32単位以上修得し、かつ各科目区分の修了要件を満たしていること

③修士論文評価がA+またはAであること

大学院進学後の条件

5年一貫修了制度適用者になるためには

基　準

学部在学中の成績
6 セメスター終了時点で、GPA2.60 以上（上位 25%相当）
または、4セメスター終了時点で GPA2.70 以上（上位 20%相当）であり、5セメスター以降に 2セメスター以上の留学を予定�
する者（休学しての留学を除く）

大学院科目先取り履修 7セメスター以降に、大学院科目を先取り履修し10単位以上を修得すること
※本制度適用者は、大学院入学後 16 単位まで単位認定可能　　※学部在学中は自由科目扱い

推薦入試 推薦入試合格者
※出願時に、指導教員承認済みの「早期修了希望届」を提出

商学部 会計研究科

4 年春
（7セメスター）

4 年秋
（8セメスター）

1 年春 1 年秋

◆先取り科目修得分（20単位以上） 

とあわせて60単位以上修得

◆学内 5年一貫修了制度入試（7月、10月）

◆先取り科目20単位以上修得

■学費シミュレーション　※ 2024 年度入学者の場合

1,468,000 円

634,500 円

434,500 円

通常の2年間の修士課程

5年一貫修了

5年一貫修了
（大学院進学奨学金取得時）

通常の2年間の学費に比べて-833,500 円

通常の2年間の学費に比べて-1,033,500 円

商学研究科 

会計研究科 

商学部を卒業後に推薦入学で商学研究科に進学し、学部 4 年間＋ 1 年間の最短 5 年で修士学位を取得      できる制度です。

商学部を卒業後に、「学内 5 年一貫修了制度入試」で会計研究科に進学し、学部 4 年間＋修士 1 年間　   の最短 5 年間で、修士学位を取得できる制度です。

■ ■ ■ ■ ■ 学 部 ・ 修 士 5 年 一 貫 修 了 制 度
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出願にあたっては、ゼミ所属有無により出願時期等の条件が異なります。

◆学部 4年に「＋1年間」で「会計修士（専門職）：MBA」の学位を 
取得できる

◆1年間の在学で、大学院における学費が半額で済む
◆所定の単位を修得して修了した場合には、公認会計士短答式

試験 3科目が免除される

5 年一貫修了制度のメリット

奨学金制度

学内5年一貫修了制度入試（7月、10月） 出願資格

基　準

共通

● �2024 年度中に商学部を卒業見込の 4年生
●�出願時において、110 単位以上を修得し、�
70 単位以上が「A」以上
●�先取り科目を、4年生で 20 単位以上修得予定

会計専門
コース

以下の①から④のいずれかを満たしていること
①公認会計士試験短答式試験に合格している者
②税理士試験のうち1科目以上、科目合格している者
③日商簿記検定試験1級に合格している者
④�会計学、商法、租税法、経済学（ミクロ経済学と
　マクロ経済学）に関する科目につき、
　24単位以上が「A」以上

アクチュアリー
専門コース

数学、統計学、数理経済学等の数理に関する科目
につき、24 単位以上が「A」以上

モデルケース（4 月入学者のパターン）

 一般モデル

留学モデル

◆GPA2.70以上
　（上位 20%相当）※

※留学から帰国後、単位認定結果が 6セメスター終了時点のGPA基準〈GPA2.60 以上（上位 25%相当）〉を満たしている場合も適用対象者となります。

商学部

商学部

商学研究科

商学研究科

2 年秋
（4セメスター）

3 年春
（5セメスター）

3 年秋
（6セメスター）

4 年春
（7セメスター）

4 年秋
（8セメスター）

1 年春 1 年秋

2 年秋
（4セメスター）

3 年春
（5セメスター）

3 年秋
（6セメスター）

4 年春
（7セメスター）

4 年秋
（8セメスター）

1 年春 1 年秋

就職活動実施

◆GPA2.60以上
　（上位 25%相当）

◆留　学　期　間

◆22単位以上修得
 （学部在学中の 

先取り科目を含む）

◆22単位以上修得
 （学部在学中の 

先取り科目を含む）

◆修士論文 
A+/A評価

◆修了要件 
32単位修得

◆修士論文 
A+/A評価

◆修了要件 
32単位修得

◆推薦入試合格（7月、10月、2月）

◆先取り科目10単位以上修得

◆推薦入試合格 
（10月、2月）

◆先取り科目 
10単位以上修得

留意事項

以下の場合、当研究科に 2年以上在籍し、かつ 60 単位以上を修得す
ることによって当研究科を修了することができます。
①�入試合格後、学部在籍中に当研究科の先取り科目を 20 単位以上修
得できなかった場合

②�先取り科目による単位と当研究科１年次において修得した単位の合
計が 60 単位に満たない場合

奨学金名 選考基準 奨学金額 採用数

寺尾巖
いわお

奨学金 推薦入試最優秀合格者 （年額）30万円（単年度） 1名

商学部寄附講座
大学院進学奨学金

成績等により判断
（推薦入試合格者） （年額）20万円（単年度） 25 名

■入学前：［推薦入学］奨学金
推薦入試によって商学部から商学研究科に内部進学する学生を

対象とした、給付型の単年度奨学金が 2種類あります（学部在学

中のみ申請・受給が可能です）。

商学部を卒業後に推薦入学で商学研究科に進学し、学部 4 年間＋ 1 年間の最短 5 年で修士学位を取得      できる制度です。

商学部を卒業後に、「学内 5 年一貫修了制度入試」で会計研究科に進学し、学部 4 年間＋修士 1 年間　   の最短 5 年間で、修士学位を取得できる制度です。
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■入試について

商学研究科修士課程の入試は一般入試

と、推薦入試（商学部生対象・他学部生対象）、

特別推薦入試に区分されています（表1）。

進学を希望される方は、入試要項で詳細

を確認の上出願してください。入試要項は、

商学研究科ウェブサイトよりダウンロードで

きます。

（http://www.waseda.jp/fcom/gsc/）　

■商学研究科修士課程について

商学研究科修士課程には、図1のとおり、

3コース、6専修があります。修士課程の在

学期間は通常2年間で、所定の単位を取得し、

所定の研究指導を受けた上で修士論文の審

査および最終試験に合格すると、修士学位

（修士（商学）/ Master of Arts in Commerce）

が授与されます。また、商学研究科では、

早稲田大学全体の留学プログラムとは別に、

商学研究科独自の協定を締結し、海外のト

ップクラスのビジネススクール等への留学を

支援しています。このプログラムを利用する

と、修了時期を遅らせることなく、「在学」の

扱いで留学することができます。

修了後は進学、就職等（表 3）に分かれま

すが、本研究科で得た知識を活かし、多く

の修了生が多岐にわたる分野で活躍してい

ます。

商学研究科入試案内

■早期修了制度（学部・修士 5年一貫修了制度）: 推薦入学者のみ対象
一定の条件をクリアした希望者は、【1年間の在学で修士学位が取得】できます。詳細につきましては特集ページをご覧ください。 

■先取り履修制度：早稲田大学商学部 4年生以上のみ対象
商学研究科修士課程の研究基礎科目群や専門科目群の一部科目を、商学部 4年生以上を対象に先取りで履修できる制度を設けています。取

得した単位については、修士課程に進学した後に修了要件算入単位として申請可能です。
■推薦入試出願サポート

推薦入試の出願には教員の推薦書が必要です。「ゼミに所属していない」「専門とする分野を変えたい」など、推薦書のことでお困りの方は、お
気軽に商学研究科事務所までご相談ください。
※ 出願にあたってはゼミの所属有無により、出願の時期等条件が異なりますのでご注意ください（詳細は商学研究科Webページをご参照くださ

い）。
■推薦入学奨学金

推薦入試によって、商学部から進学する学生を対象とした給付型奨学金です。学部在学中に支給されます。
● 寺尾巖奨学金（支給額：年額 30万円／1名）　● 商学部寄附講座大学院進学奨学金（支給額：年額 20万円／25名）

商学部生の内部進学について

★表 1　入試制度
入試区分 対　　象

推薦 
（商学部生対象）

早稲田大学商学部に在学中で、商学研究科入学までに卒業が可能であり、出願時の商学
部における通算学業成績（GPA）が 2.50以上の者

特別推薦
（商学部卒業生対象）

早稲田大学商学部に 2010年度以降に入学し、出願時点で卒業後 5年以内かつ卒業時点の
通算学業成績（GPA）が 2.50以上である者。

一般 大学を卒業した者
外国において16年の学校教育を修了した者　など

入試区分 出願期間 一次選考
（専門科目）

二次選考
（口述試験）

最終
合格者発表

Ⅱ期

推薦

2024.6.28 〜2024.7.5
なし

2024.10.5 2024.10.10特別推薦

一般 2024.9.22

Ⅲ期

推薦

2024.11.8 〜2024.11.15
なし

2025.2.1 2025.2.6特別推薦

一般 2025.1.19

★表 2　入試日程（2025 年 4 月／ 9 月入学） 　

★図 1　研究指導（修士課程）

商学専攻

会計コース 産業・経済コース経営管理コース3コース

6専修
経

　
　営
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策
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※入学時期ごとに募集する
　研究指導が異なります。

★表 3　就職状況
主な就職先

学術研究、
専門・技術サービス業

アクセンチュア株式会社、EY新日本有限責任監査法人、
デロイトトーマツコンサルティング、株式会社野村総合研究所

メーカー シャープ株式会社、ソニー株式会社、株式会社日立製作所、富士通株式会社

金融・保険業 野村證券株式会社、三井住友海上火災保険株式会社

その他 Bloomberg Inc.、日本郵船株式会社

■ ■ ■ ■ ■ 進 学

38 商学部報　No.184

http://www.waseda.jp/fcom/gsc/


 大学院に進学したきっかけ

私は将来、専門性の高い仕事をしたいと考

えており、そのために自分の専門性を磨くべ

く、大学院商学研究科に進学しました。進学

を意識し始めたのは、学部 3年生の頃です。

同級生が就活に向けて本格的に動き始め、友

人と将来の話をする機会が増えたなかで、今

後を見据えて専門性を磨く必要性を感じまし

た。そのようななか、企業が抱える課題に対

してチームでビジネスプランを立案する授業に

おいて、企業の課題を発見したり、ビジネス

プランを立案・評価したりする際の尺度として

会計知識の重要性を感じ、会計学への関心が

高まりました。そこで、独学で勉強してみたと

ころ、様々な事象を数値で表現できるところ

に魅力を感じました。そして、会計学をより専

門的に学ぶために大学院への進学を決意し、

会計学のゼミのなかでも財務報告を専門とす

る山内ゼミを志望しました。

 大学院での生活

商学研究科では、自分の専門に関わらず、

商学およびその関連領域における様々な分野

の授業を受講することができます。学部と比較

して少人数の授業が多いため、国内外で活躍

されている先生方に質問したり、アドバイスを

いただいたりしやすい環境も整っています。加

えて、学生には留学生や社会人も多く、多様な

バックグラウンドを持つ人々との交流から刺激

を受けることも多いです。

私自身、文献や自分の考えをまとめ、人前

で発表を行う機会も増えたため、論理的思考

力や発信力が鍛えられていることを実感してい

ます。また、授業TAとして学部や大学院の授

業のお手伝いをさせていただく機会もあり、大

学の授業を多面的に体験することができるとこ

ろも魅力に感じています。

ゼミにおいては、修士論文の執筆を通して、

会計学の知識のみならず、文献の探し方や学

術的な文章の書き方といった学術研究の基礎

も丁寧に教えていただき、一通り身につけるこ

とができました。そして、博士後期課程に進学

した現在は、商学研究科の学生研究発表会で

の発表や論文投稿に向けた準備を進めていま

す。博士後期課程においても引き続き、修士

課程で扱ったテーマである人的資本をより深く

多面的に探究するとともに、自立的に研究でき

る能力を身につけていきたいと考えています。

  大学院進学を検討している方へ

日本における大学院進学率は未だ低く、特に

文系学生にとって身近な選択肢とはいえないの

が現状だと思います。私自身、大学院への進学

を検討した際、周囲に志望分野の大学院生や進

学希望者がほとんどおらず、就活に比べて入手

できる情報も圧倒的に少なく実態が掴めなかっ

たため、不安が大きかったです。しかし、修士

課程を修了した現在は、商学研究科に進学した

ことを非常に満足しています。修士課程の2年間

で、進学しなかったらできなかった貴重な経験

ができ、視野も広がったと感じているためです。

大学院商学研究科への進学を検討されている皆

さまとお会いできることを楽しみにしております。

大学院商学研究科への進学

私の院生生活 2
（修士課程）

私の院生生活 1
（博士後期課程）

 大学院に進学したきっかけ

私が大学院への進学を決意したのは、学部

3年次の交換留学でした。従来から、海外では

文理問わず修士卒がメジャーな選択肢であると

聞いていたものの、日本国内ではイメージしづ

らく、当初は学部卒業後に就職すると考えてお

りました。

しかし、留学先で出会った学生らは、大学院

進学を視野に入れている方が想像以上に多く、

非常に印象に残った記憶があります。聞くとそ

の背景は、学生時代に学問の専門性を積むこ

とを重視していることから、その一歩として大

学院進学が当然の手段として考えられていたた

めでした。

私も当時から、将来は専門性を軸にグローバ

ルなキャリアを歩みたいと考えていたため、こ

の経験から、商学知識をより深めたいと思い、

大学院進学の決意に至った次第です。

加えて、五年一貫修了制度も、大学院進学

を決意できた大きな要因でした。

 ５年一貫修了制度について

5年一貫修了制度とは、所定の要件を満たす

ことで、大学生活5年間で修士号までの学位を

取得する商学部生向けの制度です。

通常の過程よりも１年早く修了出来る制度と

なっているものの、実際には大学 4年次から研

究科の授業を先取り履修するため、学びの量

をそのままに、より短い期間で濃密に商学の

知識を身に着けることができます。そのため、

就職を希望する場合でも、１年間だけ大学院

で多く学ぶことで、より深い知識を身に着けた

状態でキャリアスタートさせられる点が、非常

に魅力的に感じました。

  大学院での生活

同じ早稲田大学にいても、大学院の生活は

学部時と大きく異なっており、多くの新たな刺

激に出会うことができます。

大学院での学びは、より専門的であること

はもちろん、少人数形式の授業がほとんどで

あるため、教授との距離が近く、研究論文を

基に議論を進めていきながら学べる環境があ

ります。プレゼンや発言の機会も多くあり、

常に自分なりの解釈をし意見を持つ必要があ

ることから、思考力を養うことも可能です。

研究活動においては、授業で得られた知識

をアウトプットすることができます。これまで

学んだ既存研究での理論や手法を基に、自身

の興味テーマに落とし込みながら新規性のあ

る仮説を構築し、それを検証するプロセスを

組んでいくことができます。その過程において、

教授やゼミの先輩方から最先端の研究分野や

手法について教わることも可能です。

大学院での生活を振り返ると、学生時代で

最も充実した期間でした。周りの友人らが学

部で卒業していく中、進学をすることは大きな

一歩を必要とするかもしれません。私はその

一歩としての選択が自身の価値観の変化に大

きく影響し、非常に良かったと感じています。

ご自身に合った最適な選択をするために、

少しでも興味を持った方は、ぜひ指導教授や

事務所の方々に相談をしてみてください。

■ 商学研究科
　 修士課程1年

詹 合翔

■ 商学研究科   
博士後期課程1年

坂口 舞香
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■会計研究科について

　会計研究科は、会計、アクチュアリーのプロフェッショナル

を養成するための専門職大学院で、「会計専門コース」、「アクチ

ュアリー専門コース」と「高度専門コース」の3つのコースがあり

ます。会計専門コース、アクチュアリー専門コースは2年制で所

定の60単位を修得することで修了となります。高度専門コース

は1年制で所定の48単位を修得し、専門職学位論文を提出し、

合格した者が修了することとなります。いずれも「会計修士（専

門職）、Master of Business Administration」の学位が授与され

ます。

　デジタル化やグローバル化が進むビジネスの世界では、会計

やアクチュアリーといった、自らのコアを持つことにとどまらず、

「＋1(プラスワン)」の強みを持つことが付加価値を高めます（図

1）。当研究科の幅広い「文理融合」のカリキュラムのもとで、皆

さんの「会計＋1」や「アクチュアリー＋1」をみつけてください。

　「プラス1」とともに、大手コンサルティング企業・監査法人等

からの提携講座(2024年度13講座、図2参照)など、カリキュラ

ムを進化させ続けています。

　学部で学んだことをより高め、グローバルビジネスで戦う武

器を会計研究科で身につけてください。

　

■入試について

　会計研究科の入試は、それぞれのコースの一般入試に加え、

特色ある入試があります（表1）。商学部生の皆さんは、一般

入試をはじめ、学内推薦入試、学内AO入試、学内5年一貫

修了制度入試等が対象となります。入試日程等は会計研究

科入試要項をご参照ください（会計研究科WebサイトでもPDF

で参照できます）。また、個別相談会を含む入試説明会を定

期的に実施しており、入試説明会では入試、カリキュラムに

ついての他、模擬講義や在校生または修了生講演を行うこと

もあります。個別相談会では教員、在校生、修了生が皆さん

からの質問を個別にお受けし、会計研究科への進学を検討

するにあたり様々な相談につきまして親身に応じることを心

掛けております。どうぞご利用ください。日程は会計研究科

Webサイトでご確認ください。

会計研究科入学案内

■学部・会計研究科 5年一貫修了制度：学内 5年一貫修了制度入試のみ対象
一定の条件をクリアした希望者については【1年間の在学で修士学位が得られる】ようになりました。

■先取り履修制度：商学部 4年生以上のみ対象
会計研究科の基礎科目など一部科目を、商学部 4年生以上を対象に先取りで履修できる制度を設けています。修得した単位については、会計研究科に進

学した後に修了要件算入単位として申請可能となります。
■入学前予約採用給付奨学金

会計研究科が指定する入試形態における合格者のうち、入試成績優秀等である方を対象とした給付型（返還の必要のない）奨学金です。奨学金の採用結
果は入試の合格発表と共に通知し、入学後に奨学金が支給されます。

商学部生の内部進学について

★図 1　付加価値を高める＋ 1（プラスワン）

★図 2　大手コンサルティング企業・監査法人等による提携講座

グローバル企業への 
タックスコンサルティング

EY税理士法人

7

会計・監査の最新実務 

有限責任 あずさ監査法人

10

インターネット生命保険の 
理論と実践

ライフネット生命株式会社

13

金融機関のガバナンス・ 
リスク管理・コンプライアンス

EY新日本有限責任監査法人

8

IPO実務 

太陽有限責任監査法人

11 ESG・サステナビリティ 
開示入門

Mazars有限責任監査法人

12

グローバル会計入門 

PwC Japan有限責任監査法人

9

CFO組織の未来像 

デロイト トーマツ  
コンサルティング合同会社

1

CRM実務 

デロイト トーマツ  
コンサルティング合同会社

5 事業承継コンサルティング 
入門・実践

株式会社野村資産承継研究所

6

経理部門における
内部統制とガバナンス実務

ジャパン・ビジネス・ 
アシュアランス株式会社

3
事業再生実務 

株式会社 KPMG FAS

2

生命保険の理論と経営 

公益財団法人 
アジア生命保険振興センター

4

■ ■ ■ ■ ■ 進 学

★表 1　入試概要

一般入試
特色ある

入試
学内推薦

入試
学内AO

入試
学内5年一貫
修了制度入試

会計専門コース／
アクチュアリー
専門コース

筆記・
口述

英語力重視※

IT能力重視※

等
口述試験 口述試験 口述試験

高度専門コース 口述試験

※会計専門コースのみ

会  計 アクチュアリー

データサイエンスICT・
コンサルティング

税　務 Professional 
Communication
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 会計研究科へ進学を決めた理由

私が会計研究科（会計研）への進学を決めた

理由は、「会計＋1」のコンセプトに魅力を感じ

たからです。会計＋1とは、会計の専門知識に

加えて会計に隣接する他の領域（税務や英語、

データサイエンス、ICT・コンサルティング等）

についても得意分野を持ち、強みにしていこう

というものです。会計研では、これらを実現

するための講義が多数用意されています。

学部在学中に公認会計士試験の合格が叶わ

ず、大学院の間は就活に専念しようと考えて

いた私にとって、学部時代に得た会計の知識

と新たなスキルを掛け合わせて選択肢を広げ

ることができるという点で、会計研のコンセプ

トは大変魅力的でした。そして、入学後に受

けた授業は実際にこれらの期待を満たし、想

像以上に自分の可能性を広げてくれたと感じ

ています。

 会計研究科で得たもの

私が会計研で得た中で特に価値が高かった

と感じているのは、人々との出会いと多様な

チャンスです。

まず、人々との出会いという点では、各界

の第一線で活躍されていた先生方が沢山いら

っしゃいますし、学生の中にも社会人経験の

ある方や留学生の方など様々なバックグラウン

ドを持った方がいます。このような先生方や

学生と交流し、時にはディスカッションなど双

方向的なコミュニケーションを取りながら学び

を深めることができる機会は、非常に有意義

なものだと日々感じています。

また、チャンスという点でも会計研の生活

の中で得たものは大きかったです。例えば、

私は元々英語に苦手意識がありました。しか

し、会計のトピックについて英語でプレゼン

を行うワークショップに参加してみたところ、

自分の英語の拙さを再認識するとともに、も

っと英語でコミュニケーションを取れるように

なりたいという意欲を持つきっかけとなりまし

た。他にも、データサイエンスやシステム等の

IT関連の授業では、自分にとって馴染みのな

かったITの分野について、会計に絡めて学ぶこ

とで、「会計×IT」の親和性の高さや将来性に気

づく良い機会となりました。更に、会計もしく

はアクチュアリーといった専門性を活かせるよ

うな企業や職種の説明会・インターン等の案

内といったサポートも手厚いため、就活という

意味でもチャンスの多い環境と言えると思い

ます。

 進学を検討している方へ

私自身、入学して1年以上が経過しましたが、

会計の多面性や奥深さに日々触れながら、充

実した学生生活を過ごすことができていると

感じています。後輩の皆さんにつきましても、

会計やアクチュアリー、その周辺領域に少しで

も興味があるのであれば、その好奇心を満た

してくれる授業が多数存在していると思います。

特に商学部に所属する皆さんは、学内推薦

入試や学内AO入試が可能であるため、会計

研への進学という選択肢を比較的取りやすい

と思います。少しでも興味がある方は是非一

度説明会に足を運んでみてください。

 会計研究科へ進学を決めた理由

私が会計研究科を知ったきっかけは、会計

研究科のパンフレットでした。学部 4年次の論

文式試験が不合格だったこともあり、会計士試

験を諦めて就職をするのか、諦めずに学習を

続けるのかと自身の進路について悩んでいた頃

でした。また、コロナ禍で大学 4年間のほとん

どを過ごしてきた私にとって、様々な人と直接

出会い、学びたいという気持ちもありました。

そんな私にとって、会計士試験の合格に必要と

なる知識だけでなく、最新の実務を学ぶことの

できる会計研究科は非常に魅力あるものと感

じました。その後、説明会に参加し話を聞くう

ちに、会計研究科の掲げる「会計＋１」というコ

ンセプトに魅力を感じ、卒業までの2年間で自

らの「会計＋１」を身に付けたいと考えるように

なりました。

「会計＋１」とは、会計の知識にとどまらず税

務やICT・コンサルティング、データサイエンス、

ビジネス英語など他の分野についても自身の

強みを持ち、会計士としての活躍のフィールド

を広げようというものです。近年では、グロー

バル化やデジタル化が急速に進行し、会計専

門家として求められる知識や能力はより専門性

が高く、複雑なものへと変化しています。こう

した社会的需要の変化の中で、会計専門家と

して他と差別化を図り自らの価値を高めるため

には、会計以外の専門領域に強みを持つこと

が重要になると考え、会計研究科への進学を

決めました。

 会計研究科の特徴

会計研究科の特徴として、多種多様な授業

が挙げられます。講師として監査法人・税理

士法人やコンサルティング企業の第一線で活

躍するプロフェッショナルを迎え、会計や監査

の実務のみならず、事業承継コンサルティン

グやタックスコンサルティング、ESG・サステ

ナビリティ開示といった幅広い提携講座が提

供されており、受講者は最新の実務に触れる

ことができます。テーマ研究科目では自らが

選択したテーマについて文献サーベイ、ヒア

リング及び統計分析などを行い、指導教員の

もとで「テーマ研究論文」を作成し、興味ある

分野への理解をより深めることができます。

また、会計士の試験勉強に専念できる環境

が整えられていることも会計研究科の特徴の

一つです。試験対策のために講義を一時的に

欠席することが可能な「特別授業期間」や院生

専用の自習室、個人ロッカーにより、他にはな

い環境で試験勉強に集中することができます。

 進学を検討している方へ

会計研究科では、会計士試験合格のために

必要な知識に加えて、合格後に会計士として

活躍していく土台となる能力や知識を身に付

けることができます。商学部に所属する皆さ

んは、学内推薦入試や学内AO入試の利用が

可能であるため、より身近で有利な選択肢で

あると言えます。会計研究科に興味がある人

はもちろんのこと、将来の進路に悩んでいる

人も、一度説明会へと足を運んでみてくださ

い。過去の私のように新たな可能性が見える

はずです。皆さんが自分に合った進路を選択

できることを心からお祈り申し上げます。

大学院会計研究科への進学

私の院生生活 2
（専門職学位課程）

私の院生生活 1
（専門職学位課程）

■会計研究科
　 会計専門コース 2年

村上 怜奈

■ 会計研究科  会計専門コース1年

多田 悠希

41商学部報　No.184



■ 今号の表紙「田中穂積先生銅像」
田中穂積（1867－1944）は、初代商学部長、第4代総長を務めた財政学者である。 
長野県に生まれ、旧制松本中学に学んだものの、病を得て中退。病気療養中、東京専門学校講義録で独学したのを機に1895年東京専門
学校（現早稲田大学）に編入した。卒業後、『東京日日新聞』記者、東京専門学校研究科を経て、1901年から03年まで東京専門学校派遣留
学生として米国コロンビア大学に留学。帰国後、04年より早大講師に迎えられ、11年に商科長、20年に初代商学部長となった。1923
年には常任理事として高田早苗総長の下で大学経営に尽力、31年より没するまで総長の任にあった。 
商学部は、大学商科開設（1904年9月）以来、本年で創立120周年を迎える。 
ここに改めて先人の遺徳を偲ぶものである。 
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